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1-1 近畿の現状 
      
 

近畿においては、経済の低迷が続いていたが、最近では経済指標にも明るい兆しが現れ、

期待の持てるプロジェクトも進行している。また、歴史や伝統をとおした地域おこしに取り

組む地域もあり、これを大きく育てていくことが必要である。日本社会全体の発展のために

も、歴史・文化・技術が高度に集積した近畿の持つ役割は大きく、近畿の発展は欠かせない

ものである。 

 全国総合開発計画「２１世紀の国土のグランドデザイン」においては、「参加と連携」によ

る国土づくり、地域連携を推進するために、連携意識を高めるとともに、地域間の連携が円

滑に図られることが重要であるとされている。しかしながら、近畿の各地域においては、集

客効果を有する交流拠点の形成を推進しているものの、各府県、自治体、関係協議会の観光

振興施策や、民間団体などの活動は個別の取り組みに留まっていることが多く、圏域内の交

流拠点や観光資源のポテンシャルが十分に発揮されているとはいいがたい。 

 このような状況を発展的に解消し “交流拠点ネットワークづくり” を推進するために、

近畿の各地域が連携し、様々な取り組みをおこなう必要がある。 

  

 

  1-2 近畿の街道資源について    
      
  

近畿地方の大阪府、京都府、兵庫県、奈良県、和歌山県、滋賀県の６府県には、古来より

交通要衝であった拠点と、それを結び域内全体をまたいで京街道、熊野街道をはじめとした

複数の街道が存在している。また、近畿が我が国最大の歴史や文化の集積地であることから、

歴史文化資産をはじめとした数多くの観光資源を有しており、各地域においては、これまで

も、これら地域資源を活かして観光集客力を高め地域の活性化が図られてきたところである。 

近畿全体の連携を図るテーマとして、「街道」はまさにふさわしいテーマといえる。 
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 1-3  街道資源を活かし地域を活性化する取り組み   
      
 

平成１６年夏の「紀伊山地の霊場と参詣
さんけい

道
みち

」の世界遺産登録は、そのインパクトを地元の

みならず近畿全域まで波及させている。世界遺産へ指定された地域にも熊野街道をはじめ、

古くからの街道がある。各地で地域おこしが進み、地域連携への機運が高まりつつある。こ

の流れを一つのチャンスとし「街道を活かした交流ネットワークづくり」を推進する。 

その具体策としてまず、自治体、ＮＰＯ、ウォーク愛好家等などで構成した官民協働「近

畿街道・交流拠点ネットワーク推進会議」を発足させた。関係府県等の連携のもと、関係市

町村、地域住民、ＮＰＯや市民団体、鉄道会社、歴史街道推進協議会、関係企業などそれぞ

れの取り組みを有機的に連携し、多様な主体の幅広い参加と協働による地域連携・交流の促

進を図った。 

この推進会議を核として「地域と地域を結ぶ街道を実際に歩く街道ウォークイベントの実

施」に取り組んだ。歩くことを通して、街道が地域と地域を結ぶものであることを感じるこ

とができる。歩くほどに変わっていく道、まち並み、人･･･そしてそれらは街道という一本の

道でつながっている。この街道ウォークイベントをとおして近畿の地域の連携をアピールし

ていった。 

さらに｢ウォークイベント｣を盛り上げるため、ＮＰＯやウォーク愛好家等との協働による

街道案内マップの作成、官民協働による道しるべ等の道案内の充実、携帯電話のＱＲコード

を活用したルート案内や歩行記録等の街道歩きサポートシステムを実施した。 

そしてこれらの活動を集約する形で『街道が結ぶ近畿の交流拠点』をテーマとしたシンポ

ジウムを開催。圏域内の交流拠点形成を一層促進、集客効果の拡大を図り、より魅力的で個

性的な活力ある誇りの持てる自立的な地域づくりを展開し、“元気な近畿圏づくり”を広く発

信していった。 
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２. 具体的な取組み 
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  2-1 街道交流シンポジウムの開催    
      

 
  2-1-1 開催の目的 
    大阪府、京都府、奈良県、和歌山県、兵庫県、滋賀県、福井県の７府県に跨る近畿圏に

は、古来より交通要衝であった拠点とそれを結び域内全体を跨いで歴史と文化に彩られた

複数の街道が存在しています。 

近畿の街道を活かした“交流拠点”ネットワーク推進事業では、これらの地域資源を活

かして、関係府県、市町村、地域住民、ＮＰＯや市民団体、鉄道会社、関係評議会などの

それぞれの取り組みを有機的に連携し、実施してきました。本シンポジウムでは、これま

での取り組みの成果を広く発信することにより、“元気な近畿圏づくり”を考えていきます。 

 

  2-1-2 プログラム  
14:00～14:05  ■開会挨拶     国土交通省国土計画局参事官   大木 健一 

14:05～14:50  ■基調講演   街道が結ぶ文化と交流 作家   神坂 次郎 
15:00～15:40  ■活動報告会   枚方宿地区まちづくり協議会 

ＮＰＯ法人ゴダイ 

ＮＰＯ法人下津ＤＨＣクラブ 

ＮＰＯ法人たかとり観光ボランティアガイドの会 
                               ＮＰＯ法人阪神南夢マップづくり  
                                ＮＰＯ法人歴史の道東海道宿駅会議 

15:50～17:20  ■パネルディスカッション    街道から始まるまちづくり 

・コーディネーター 

                           歴史街道推進協議会事務局長       井戸 智樹 
・パネリスト 

 NPO 法人なら燈花会の会前会長、観光カリスマ 

朝廣 佳子 
枚方宿地区まちづくり協議会事務局長 

岸上 隆昭 
                                   本宮町語り部の会会長、観光カリスマ 

坂本 勲生 
社団法人日本ウオーキング協会副会長 全国街道交流会 
代表幹事                      村山 友宏 

17:30         ■閉会挨拶   大阪府 土木部長         丸岡 耕平 
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2-1-3 プロフィール 

神坂 次郎（こうさかじろう） 《作家》 
 
昭和 2 年、和歌山市生まれ。『元禄御畳奉行の日記』（中公新書・中公文庫）がロ
ングセラーとなり、文化庁の文化功労（芸術部門）文部大臣賞を受賞。『縛られた
巨人 南方熊楠の生涯』（新潮社・新潮文庫）によって、熊楠ブームの火付け役と
なる。現在も和歌山市内に在住。平成 13 年に文化庁長官表彰、平成 14 年に「南
方熊楠賞」特別賞を受賞、 平成 15 年 6 月に「長谷川伸賞」を受賞。 
 

 

井戸 智樹（いどともき） 《歴史街道推進協議会事務局長》 
 
1959 年姫路市生まれ。早稲田大学、松下政経塾卒。85 年「高橋亀吉賞」受賞。
91 年発足の歴史街道推進協議会では、歴史街道モデル整備（50 地区）、ＴＶ番組
放映（3000 回）、日本文化を海外ＰＲするフォーラム活動（50 都市）等に取組ん
でいる。 
 

 

朝廣 佳子（あさひろ よしこ） 《「なら燈花会の会」元会長・観光ｶﾘｽﾏ》 
 
1960 年  岡山県生まれ。93 年（株）読売奈良ライフ代表取締役兼編集長。99
年（社）奈良青年会議所第 40 代理事長を勤め、「なら燈花会」の実行委員長と
してイベントを大成功させ,00 年より「なら燈花会の会」会長に就任し、04 年に
は、11 日の開催期間中に 70 万人もの誘客に成功している。 

 

 

岸上 隆昭（きしがみ たかあき） 《枚方宿地区まちづくり協議会事務局長》 
 
1952 年 枚方宿街道沿い岡本町商店街で生まれ。74年、関西大学商学部卒業後、
商店街活動を通じてまちづくりに興味を抱く。99 年より枚方宿まちづくり勉強
会に参加、00 年 6 月枚方宿地区まちづくり協議会同事務局長に就任。現在（株）
ビオルネ 取締役営業部長。 

 

 

坂本 勲生（さかもと いさお） 《熊野本宮語り部の会会長・観光ｶﾘｽﾏ》 
 
1928 年和歌山県本宮町生まれ。和歌山県教員となり、88 年和歌山県本宮町
立三里中学校長を最後に退職。89 年本宮町史編纂室長に就任。本宮町文化
財保護委員会委員に就任し、紀州語り部の会に入会。93 年本宮町文化財保
護委員会委員長、98 年本宮町語り部の会（熊野本宮語り部の会）会長。 

 

 

村山 友宏（むらやま ともひろ） 
《日本ｳォｰｷﾝｸﾞ協会副会長、歩く観光振興ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ》 
1940 年兵庫県生れ、福崎高校、早大政経学部卒業、東工大社会工学科研究生
修了。万国博調査機構研究員を経て、74～96 年、浜野研究所、北山創造研究
所に入り街づくり支援活動に従事。現在（社）日本ウオーキング協会副会長、
全国街道交流会議副代表理事。美しい日本の歩きたくなるみち推進会議事務局
長、遊歩都市研究所主宰。「歩く道の駅」構想や「街道遺産」の選定を提唱   
中。 
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  開会挨拶 
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国土計画局参事官 大木 健一          

 
【司会】  皆様、本日はお忙しい中「むすぶ道、で

あう道－街道交流シンポジウム」にいただきまして、誠にありがとうございます。 

 私、司会進行役を務めさせていただきます嶋道まどかと申します。最後までどうぞよろしくお

願いいたします。 それでは、ただいまより「むすぶ道、であう道－街道交流シンポジウム」を

開催いたします。 

 それでは、開会に当たり当講演会の主催者を代表いたしまして、国土交通省国土計画局参事官、

大木健一より開会のあいさつを申し上げます。 

【大木】  国土交通省国土計画局参事官の大木と申します。 

 本日は街道交流シンポジウムを開催いたしましたところ、このように多数の皆様にご来場いた

だき、誠にありがとうございます。主催者である近畿街道・交流拠点ネットワーク推進会議と国

土交通省国土計画局を代表いたしまして、一言ごあいさつ申し上げます。 

 まず初めに、私ども国土計画局の仕事を一言で申しますと、これからの日本の国土をどのよう

な姿にしていくのがよいかを考え、その実現に向けて都市や産業、交通などの各分野を総合した

計画を立てること、いわば日本の未来の設計図を描くことと言えると思います。現在、この設計

図となっているのが２１世紀の国土のグランドデザインと呼ばれる計画でございます。この計画

は、参加と連携による地域づくりを重視しておりまして、個性的で魅力的な地域づくりを実現す

るためには、行政のみならず地域住民やボランティア団体、民間企業などの多様な主体による地

域づくりを展開していくことや、既存の行政単位の枠を超えた広域的な連携による取り組みが重

要であるとしております。 

 このような参加と連携による国土づくり、地域づくりを効果的に推進するため、国土交通省に

おきましては地域連携支援ソフト事業という事業を展開しております。近畿の街道を生かした“交

流拠点”ネットワーク推進事業は、この参加と連携による地域づくりの先進事例、代表事例であ

ることから、本日のシンポジウムを国土交通省が支援し、共同で開催することとなりました。 

 さて、大阪府をはじめといたしまして、この近畿圏は、言うまでもなく我が国の中心として長

い歴史を有する地域であり、数多くの国宝や重要文化財、貴重な観光資源を有しております。ま

た、平成１６年７月には熊野古道や高野山、吉野山などが紀伊山地の霊場と参詣
さんけい

道
みち

としてユネス

コ世界遺産に登録され、国内外から多くの観光客を集めております。一方、折からの健康ブーム

とも相まって、各地でウォーキングを楽しむ方々が増えており、竹内街道や熊野街道などにおい

ては鉄道会社などが主催するハイキングやイベントが多数実施されております。 

 このたび、大阪府をはじめとする地元の自治体から、歴史的価値の高い街道を生かしつつ各地

の交流拠点の観光集客効果を高めることによって、近畿の活性化を図ることが極めて重要である

との提案がなされました。今回の取組で欠かせないのは、地元の自治体や民間企業はもちろん、

みずからの手でまちづくりや歴史文化の保全などに取り組んでおられる住民や団体の方々との幅

広い連携と協働であったと聞いております。 

 こうした多くの方々のご参加、ご協力をいただきながら、街道沿いで開催されるウォークイベ

ントにあわせまして、府県をまたいだ街道案内マップづくりや、街道歩きをサポートする、携帯

電話を活用した街道ナビゲーションの実施など、地域の連携・交流に資する活動に取り組んでま

いりました。 

 これらの取組に引き続きまして、本日、街道が結ぶ近畿の交流拠点をテーマとしたこのシンポ



ジウムにおいて、皆様と共に街道を生かした地域の活性化について考え、元気な近畿圏づくりへ

の取組として広く全国に情報発信してまいりたいと存じます。 

 さて、冒頭に、２１世紀の国土のグランドデザインのことを申し上げましたけれども、実は、

その次の新しい計画づくりが既にスタートしております。昨年７月には、昭和３７年以来グラン

ドデザインに至るまで、過去５回にわたって策定されてまいりました全国総合開発計画の根拠法

でありました国土総合開発法を抜本的に改正し、新たに国土形成計画法という法律に基づく国土

形成計画を策定することとなりました。 

 この改正のポイントは２つございます。１つには、これまでの開発中心のものから成熟社会型

の計画へ転換したこと。もう１つは、国土形成計画を全国計画と広域地方計画の２本立てにより

構成したことでございます。今後、全国計画につきましては来年、平成１９年の中ごろを目途に、

また、広域地方計画につきましては、その１年後を目途に策定することを予定しております。新

しい時代の新しい国土計画に関しましては、国土交通省国土計画局のホームページにおいても公

開しております。 

 最後になりましたが、本日の基調講演をいただきます神坂次郎先生をはじめ、パネルディスカ

ッションなどにご登壇の方々には大変お忙しい中、出演のご快諾を賜り、この場をかり厚く御礼

申し上げます。また、本日のシンポジウムの開催に当たりまして格別のご協力をいただきました

関係の方々に深く感謝の意を表します。 

 また、国土交通省といたしましても、この街道を生かした“交流拠点”ネットワーク推進の活

動が今後の近畿圏の活性化の一翼を担うものとして、さらに発展するようにお祈り申し上げます。 

 それでは、会場の皆様におかれましては、どうぞ最後までゆっくりとこのシンポジウムをお楽

しみください。 

 以上、開会のあいさつとさせていただきます。どうもありがとうございました。 
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2-1-4 基調講演 

      
 

 

『街道が結ぶ文化と交流』   

作家  神坂 次郎   
                   

 

【司会】ただいまより作家、神坂次郎先生の基調講演を始めさせていただきます。 

  神坂先生は和歌山に生まれ、和歌山に住み続けながら文壇の第一線で活躍され、『縛られた巨人 

南方熊楠の生涯』や『熊野まんだら街道』など、和歌山の歴史、文化に関する作品を数多く発表される一

方、近畿における地域の活性化と発展、及び文化の交流のために数多くの講演会を行われるなど、精力

的な活動を続けておられます。 
【神坂】  神坂次郎でございます。 

 「街道が結ぶ文化と交流」、そういうテーマを与えられましたので、私の思っていることをお話

し申し上げたいと思います。 

 街道ということは、やっぱり１里何丁とか、それがすぐに、徳川時代の文献には出てきますが、

１里というのは３６丁と私は小学生のころ教えられたんですが、時代小説その他を書き始めると、

１里が３６丁と、先生あんなことを言ったけど、先生全く知らなかったのかなと思うことがいっ

ぱいあるわけなんです。というのは、東海道とか、そういう重立ったところは１里３６丁。だけ

ど、各文献を調べてみると違うわけですね。山陽道へ行きますと、１里７２丁、倍ほどあるんで

す。佐渡へ行くと１里が５０丁、伊勢街道は１里が４８丁なんです。このように違っているわけ

です。極端に違うというのは、和歌山から熊野もうでをする、これは１里３６丁なんです。その

帰りに、本宮から那智へ歩いてくると、１里が５０丁なんです。 

 私なんかの仕事で一番困るのは、旅日記なんかを読む場合です。「そこから１里行きました」、

３６丁の場合もあるし、７０丁の場合もある。ある有名なお坊さんの記録を読みますと、あそこ
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らあたりはすごく人が悪いと。もう１里歩いたら、何とか、かんとか。もう２里歩いたらという

話を聞いた。だけど、歩けど歩けど、向こうが見えてこない、だまされたと。お坊さんが悪いの

でも、教えた人が悪いのでもないんです。例えば、１里７０丁なんかの場合は、やはり旅日記を

読むときに、それを頭の中でもう一度反芻し直して書かないと、今の読者にわかってもらない、

そういうところがあります。昔の道路の里程というのはいろいろあるわけなんです。   

 どうしても旅、街道、道ということになってきますが、旅を代表するのが大名行列なんです。

東海道を下ってくる大名もある、中山道を下ってくる大名もある、甲州街道もある。五街道とい

うのがありますね。家康のころになってから五街道を決めたわけなんですが、主要な街道。外国

人のケンベルなんかでも、随分褒めておりますね。日本の道というのはすごく清潔であると。周

りに杉並木があったり、掃除が行き届いていたりしている。 

 その大名行列なんですが、大名というと、すぐ「下にいろ」なんていう言葉が時代映画なんか

でもよく聞きます。「下にいろ、下にいろ」と言うので、我々人民は平伏するわけなんですが、「下

にいろ」というのは、３回言うと将軍家なんです。２回言うと御連枝なんです。普通の大名は１

回です。「下にいろ」だけしか言えないんですね。ですから、こういうところも、今までのお芝居

や映画なんかでも、ちょっと違うんじゃないかなと思いますが。 

 加賀百万石の大名の行列というのは、以前はＮＨＫの歴史の何とかという、松平さんがやって

いる番組でしゃべったことがあるんですが、これが一番大勢だと思います。大体３,０００人。江

戸へ行って帰ってくる、７億円かかるわけです。江戸で使い果たすお金が藩の収入の７割ぐらい

使っているんです。ときの領民はかなわんですね、その残りで生活せんといかん。だから、江戸

というのはそれぐらいお金がかかる、外交の場なんですよね。ですけど、そういうところを見る

と、すごくおもしろい。 

徳川の決めでは四百何十人ですね、加賀藩の大名は。だけど、それにいっぱい人がくっついて

くる。例えば、武者１騎、馬乗の身分が１騎というと、家来は１０人ぐらいついてくるわけです。

それが、もう何十人となると、膨大な数になる。だから、少ないときで二千何百人、これは加賀

藩の記録に書いております。ですから、そういうところに旅行をする。その当時の人が見聞を広

めるというのは街道を通じた道なんです。山側に住む大名は中山道を通る、甲州街道を通る、海

側では東海道を通る。 

 中山道というと、昔、有名な放送会社の女のアナウンサーが中山道というのを読み違えて、「一

日中やまみち」と読んで大笑いになったことがありますが、うまく読んだなと思って、私はそれ

に感心したんですが、ものの読み方にも、こういういろいろな楽しみ方がある。「一日中やまみち」

と、実際にはそうなんですよね。一日中、山道を歩くんですよね。この人はほんとうに洞察眼に

すぐれているなと思って、そのアナウンサーが出てくるたびに私は感心するんですが。（笑） 

 だから、幾つにも分かれた道、それを歩いていく。旅というのは、自分の常識が常識として通

らない場所へ行くわけなんです。だから、すごい発見がある。方言なんて全く通じない。宿場役

人というのがありますが、大名は宿場にほとんどのお金を落とすんですね。これも７０％ぐらい

落としたんじゃないかなと思いますが、そういう記録が加賀藩の記録にもあります。だから、宿

場がものすごく栄えるわけです。その宿場、宿場にお金を落としていく。加賀藩なんかは３,００

０人というぐらいの人数が行きますと、その宿場を抜けるのに、一番先頭が歩いてから６時間か

かるんです。６時間、その宿場は通行どめなんです。あかずの踏切のようなものですね。それで、

行列を横切ると、よく映画なんかにありますが、無礼打ちといって殺されるわけなんですよね。

だから、じっと耐えているしかないということがありますが、６時間とはすごい行列なんですよ

ね。 

 そういう行列が盛んに参勤交代で往来したわけです。それとともに、江戸の文化が地方に入り、

地方の文化が江戸に入っていく。その文化の交流というのがすごく発達した時代なんです。だか

ら、封建時代というと一概に、カビの生えた何とかと悪く言う人がありますが、そういう面を見

ると、すごい文化の交流というのが感じられるんですね。 

 例えば、私は『元禄御畳奉行の日記』というのを書きましたが、そのときちょっと調べたとこ

ろによると、尾張のほうの庄屋さんが江戸へ出ていったと。普通、庶民の宿というのは相部屋が

多いんですよね。個人部屋なんていう、今のようないいところはないんですが、そういう庄屋さ

んでも相部屋なんです。そこへよそからの人が、また相部屋になってきたと。そうすると、今年、

尾張はものすごく凶作であったと。聞いてみると、東北の庄屋さんはものすごく豊作であったと



言う。それを聞いて、お互いに交換しようというので、米相場ができたという話があります。お

互いに、持ちつ持たれつ交換すればいいと。旅というのは、やっぱり、そういうところの見聞が

あるわけですね。 

 ですから、私は、昔の封建時代というのを一概に悪くは思わないんです。そのころの法規制に

しても、見て見ぬふりというのがあるんです。お役人でも、見て見ぬふりをしてくれる。例えば、

元禄のすぐ後に、ものすごい緊縮財政があって、昔の一番いいときに買った着物を着ていきたい、

だけど、それを着ると摘発される。そんなときに、若い娘さんが晴れ着を着て、今は禁令になっ

ているけど、やっぱり女の子ですから、そういうのを着たい。それで通っていると、風紀係のお

役人が横丁へすっと逸れていったというんです。見て見ぬふりをするという、そういうよさとい

うのがあるわけなんです。 

 例えば、関所というのがありますが、関所は明け六つに門が開く、暮れ六つに門が閉じるんで

すが、そんなときに例えば、だんな衆の母親が急病である、どうしても越えていかないかんと。

真ん中に関所がある、そこへ来るともう日の暮れになってきたと。暮れ六つを過ぎると、１泊せ

んといかん、また時間が遅うなるというときに、乗っているだんなが金をちゃりんとほうるわけ

なんですね、すごく大きな金を。そうしたら、そんなかごですから、２人で担いでいるんですよ。

急ぎのかごですから、６丁立てとか何とかいう、何人かが周りについている。その垂をべりっと

へき破る、足の速い１人がその垂を担いで、かごのように担いでさーっと走っていく。関所の門

というのは一遍には閉めない、太鼓をたたくわけですね、どーんと。それが聞えてくると、ああ、

もう閉まる、閉まると知らせるわけです。それがどーん、どーんと、だんだん間近くなってくる。

近くなってきたときに、ぴたっと閉まる、そういう決めがある。だから、それまでに、足の早い

かごかきの１人がばっと走って、関所の門が閉まるドアの中に股を張って、自分が１人で担いで

いるような声で「よいっさ、よいっさ」と言うわけです。それで、下からずっと上がってくる。

ようやく、これにくっつけて「よいっさ」と言うので、ざーっと行ってしまうと。そうしたら、

今までのまどろになっていたものが、どん、どん、と急になって閉まっていくと。そういう目こ

ぼしがあるんですね。 

 例えば大井川なんかの川どめがあって、渡る。庶民には大変なんですよね、そのお金が。だか

ら、あそこは無料で行けるのはお相撲さんか芸人、川原で芸をするんですよ。例えば、お相撲さ

んなんかは相撲甚句を歌ったり、初切なんかをやったりすると無料で渡してくれるんですよ。芸

人は三味線を弾いたり歌を歌ったりすると渡してくれるんです。だけど、何もない、貧乏な人に

とって一番安いのは、棒がずっとありまして、前と後ろを川越え人足が担いでいるんですが、そ

の真ん中に、イワシの目刺しのようにぶら下がっていくことなんですね。ずっと自分で歩いてつ

いていくんですが、そのお金もない人がある。そういう人たちに暖かいんですね、川越えの役所

の人の目は。目こぼし渡しというのがあって、はるか下流になったら、自由に行ってくださいと、

そのかわり流れても知りませんよということはあるんですがね。だから、急いでいる人、金のな

い人、それは目こぼし渡しの、外れたところを渡すと、そういう法律があります。それが封建時

代です。やはり、いいところが随分あるんですね。悪いところばかりに目をつけるので、いいと

ころに目をつけると、そういう時代というのが身近になってくるし、生きている人の表情が浮か

び上がってくる。 

 かごかき人足なんかがいますが、宿場で面倒見がわりに

いいわけなので、どうしてもお金が欲しいというときに、

息杖、これは竹の棒ですね。それを質屋へ入れる、そうい

う人足専門の質屋がある。そこで、随分高い値段、今でい

うと２０万円ぐらい貸してくれるんですね。それを質屋に

預ける、ただ約束があるんですね。預けた以上は、かごを

かいて苦しくてもほかの棒っきれでつえにするわけにい

かないんです。甚だしいのは、息杖もなかった場合に、ふ

んどしを入れるんですよ。ふんどしでも２０万円ぐらい貸

してくれるんですけど、引き出すまではふんどしなしで、

すっぽんぽんで走らんといかんと、そういう決めがあった。そういう決めというのは案外大きく

書かれておらないんですね。 

 ですから、やっぱりいろんな人の仕事、侍といってもいろいろありますから、そういう人たち

11 
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の生態を私は書こうと思いまして、『風呂桶を担ぐ侍』という短編小説を書いたんです。これは、

殿様の入るふろおけを担いでくる。参勤交代というのは、泊まる宿は本陣、陣を置いた一番主要

なところという意味なんです。戦争に行くんです。戦闘態勢なんですよ、参勤交代の行列という

のは。だから本陣と言うんです。本陣ですから、屋根のあるところを借りる、ただ、ほかは何も

借りないんです。ですから、たくわん石とか桶もそのまま江戸まで持っていく、ふろおけも殿様

専用のものを使う。本陣のふろおけは使わないんですね。ですから、何人かで組んでふろおけを

持っていく、そういう侍の生涯を書いたことあります。 

 そのほかにも、おまるを持っていく。これは戦国時代ですが、武将のおまるを持ってついてい

ったと。岡山のほうの私の知り合いの家がそうなんですね、おまるを持っていったとえらい自慢

をしていまして、そのおまるはあるのかと言ったら、いや、いや、そんなものはもうどこかへた

たき割ってしもうたとか言っていますが、それが残っていればすごい値段やぞと言ったことがあ

るんですが、お宝鑑定団なんかをやりますと、すごい値段がつくんじゃないかなと言っていたん

ですね。 

 また、見てきたように友達が話すんですが、中は朱を塗っている、外は黒い、定紋がついてい

ると。ランドセルのように背負うようなひもがついていて、殿様の一番の側近であると自慢して

いましたが、殿様の近くまで行けるのはうちの家系ぐらいやと何か言っていましたが、それはそ

うですね、殿様の大事なところを見るんですからね。（笑）それで、おそば衆が「これよ」とか言

ったら、ささっと行って、おまるのふたをあけて、見ては失礼ですから背中を向けて、こうやっ

て、作法をやってくれましたが、ただ、音でわかりますから、終わったのが。（笑）それで、また

ふたを置いて、またついていくと。戦国時代の出雲のほうの大名の家なんですが、おまるを担ぐ

侍。だから、そういうのが綿々と続いているわけです。侍といっても、いっぱいあるわけですね。 

 それと、江戸の近くの川越の侍のことを書いたことがあります。本を揺すぶる役。図書館の司

書みたいなものですね。本というのは和紙でつくっていますから、虫が食うわけです。川越藩と

いうのは、いい本がものすごく多いんです。ですから、本に虫を食わすといかんと、それを揺す

ぶるんですね。その揺すぶり方に秘伝があると言うんですね、いろいろと。名前なんか、すごく

いいんですよ、須磨のあざ波とかね、その揺すり方ってどうするのか知りませんが。その侍が二

百何十年間、徳川時代、その家の親から子、子から孫、ひ孫、ずっと本を揺すぶっていたわけで

すね。（笑） 

 そういう家が川越にありまして、それで本を書いたことがありますが、すごくおもしろいです

よね。薄暗い大きな書庫の中に２人で座るというんですね。１人というのは、徳川時代はあまり

やりませんから、全部２人でやる。そんなときに、立ったりするのは禁止されているんですね。

立って、爪でもはがしたら薬代がかかると言って、じっと座っているわけです、一日中。月に何

回か、その本を交替で揺すぶるわけです。本はたくさんありますから、慌てて揺すぶると閉じ目

に入ってくるというんですね。そうしたら、殿様に対しては不忠の臣になるからというのがあっ

たり、それが二百何十年続いた。その侍も家へ帰ったら、やっぱり偉そうな顔をするに違いない

んですが、ずっと暗いところで本を揺すっていると。きつく揺すると、和紙ですから、ぺろっと

なるんで、それが名人の手にかかると、ぴーんと鉄板のようになるというんですね。そういうの

を一遍見たいなと思いますが、まだそういう名人には出会っておりません。 

 それとか、河内の丹南藩、この近くですが、魚の寸法をはかる侍。（笑）そこの所在が丹南藩、

１万石なんですが、あるときに出陣をしたと。自分の攻めたところの城主の首を、トンボを引き

ちぎるようにとったと。それを祝って、４寸何ぼの――けちってますよね、４寸幾らというのは、

河内ですからしようがないですが――そのタイを食べるのがお祝いの行事なんです。殿様だけが

タイを食べるんです。そのタイが４寸何分と決められていますから、それよりも大きくても、小

さくてもいかんわけですよ。だから、それをはかる役がある。寸打ち役、寸法をはかるんですね。

何か、絹の袋か何かに入れて、毎日出仕しているんですが、そんなものは年に一遍しかないわけ

ですね、殿様のいわゆる創業記念日みたいな日ですね。そのときに、それをはかって、よろしゅ

うござると言うたら、殿様のところに行く。焼き上げて４寸幾らですから、難しいんですね。そ

れより、こんな何をしたいかんというので、その男がはかったときに、ちょっと小さかったんで、

こう引っ張ったら、尾っぽが抜けてしまったという、そういう侍の悲しさですね。（笑）これ、ど

うしようかって、くっつけたくても、くっつかないとか言って、そういう騒動が起こった藩の話

を書いたことがあります。ですから、侍といっても一色ではないんです。 



 二百何十年の徳川時代の間には、いろんな侍がいた。だから、ふろおけを担ぐ侍なんていうの

は、私が好きな侍なんですが、そのほかに畳１枚分の鉄板を参勤交代の道中について持っていく

侍があると。それを浅黄の袋に入れて、戦前まではあったらしいんですが、それがもうなくなっ

ておったというので、どうして、そんな鉄板を持っていくのやというたら、殿様が床の下から突

き殺されない、暗殺されないための鉄板であると。それを長持ちに入れて持っていくという家系

もあります。 

 ですから、そういうものを調べる気になって調べると、侍といっても、刀を２本差して威張っ

ているというんじゃないんですよね。随分つらい侍、我々の現代とそんなに変わらない、役所へ

行くといろんな人がおりますよね。『元禄御畳奉行の日記』なんていうのを書いたんですが、それ

は現代でいうと、営繕係の係長か課長ですよね。その生態をずっと書いたことがあります。でも、

今の人が読んでわからないと困るんですね、その悲しさが。だから、歴史を見ると、そういう人

たちがすっと起き上がってくるような気がする。そういうものを書くべきじゃないのかなと思っ

て一生懸命に書いてはおりますが。 

 聞いた話があるんですが、ある小さな島に１人の中年の男がおりまして、江戸を見たくてしよ

うがない、何とかして江戸を見たいと。随分わらじが要るというので、毎日わらじを編んで、山

ほどつくったんです。それを担いで１人、とことこ行く。関所へ行くと通してくれない。じっと

座って、最後にはぽろぽろ涙をこぼして泣く。悪い男でもなさそうやし、もう、うるさいから行

けと、各関所で行け、行けというので、ずっと情けにすがって、よそでご飯を食べさせてもらっ

たりして、最後に箱根の峠に差しかかったんです。大きな池がある、それを見てびっくりした。

その男はずっと歩いていって、浅草の観音様へ来たと。観音様の番人にすごく気に入られて、自

分がこれだけわらじを担いできたというのを感心されて、観音様の６尺ぐらいの大きなわらじが

ありますね、その片一方をもらって、担いで帰ってきたという変わった男なんですが、ようやく

自分の島まで帰ってきて、今まで見てきたことを話した。箱根の上には差し渡し１里もあるよう

な大きな池があったと。それ以来、村の人はだれも相手にしてくれない、大ぼら吹きや、うそつ

きやと。そういう話があります。 

 それと似た話が、司馬遼太郎先生のところにもある。竹内街道ですね。あそこで、中学生のこ

ろに、みんなと話をしたと。戦前ですから、あまり外へ出ていったりはしないんです。司馬さん

が、海っていうものはね、向こうが見えないぐらい大きいんだろうと、みんなを集めて話をした

と。何かのときに海辺のほうに旅行したことがあったらしいんですが、それ以来、司馬さんはほ

ら吹きというあだ名になったというんです。彼らが知っているのは、自分の土地の竹内街道の、

あのため池みたいな池しか知らん。そんな海があるはずがないと、戦前というのはそんな時代だ

ったんですね。それで、司馬さんがエッセーにも書いていますし、私は直接お伺いしたこともあ

ります。ですから、知らないところを見るというのは大変なことなんですね。 

 例えば、私がつくづく思うことなんですが、太平洋戦争以前に、今のように観光業者が発達し

て、みんなが海外へ旅行する、そういうことがあったら、あの戦争は起こっておらないと思うん

です。みんながアメリカを見てきて、どこそこを見てきて、日本と比べて、比較ですから旅とい

うのは、そういうのを見てくると、そういう戦争が起こっておらなかっただろうと、それをしみ

じみ感じます。やはり旅、そして道。道の大きさというのははかり知れないものがある。道には、

そこらじゅうに先人の足跡がある。 

 例えば、芭蕉なんかは「私は女足ですから、１日に

１０里ぐらいしか歩けない」と言う。冗談じゃない、

１０里歩けるとすごいもんですね。我々も１日ぐらい

は１０里歩けますが、２日目になったら１里も歩けな

いですよね、腰が抜けてしまいまして。だけど、昔の

人はそれぐらい歩いている。大名行列というのは、そ

ういう壮大なる歩く集団の大イベントなんです。です

から、７億円ぐらい使って、それをやっていく。もと

もと４００人でよかったのが、だんだん増えてくる、

それは他国へ綺羅を飾るわけなんです。加賀百万石と

いうのはこんなものですよという、大きさを表示する、しかも制約はされていながら徳川家にも

それをわからせる、そういうものがある。だから、参勤交代に行った人たちがいろんな文化を持

13 
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ってきている。江戸の絵草紙が東北の片田舎にあったり、東北の片田舎の何とかが江戸にあった

り、そういうことをしている、交流しているんです。 

 一番私なんかが感心するのは、宿場役人ですね。すごい金を落としていくわけなんですよ。し

ょっちゅう参勤交代ですから、二百何十騎の大名が往来しているんですから、往来するたびに金

を落としていく。だから宿場産業がものすごく発達したんです。その中に、各地方の方言がわか

るような、今でいうたら外大出身のような、そういう手代や番頭がいっぱいおったということで

す。九州便で「け、け、け」という言葉がありますが、そんなことを言われてもわかるような耳

を持った手代、番頭さんがいっぱいおったということなんです。言葉というのは文化ですから、

それだけ全国の文化が広がっておったということですね。 

 ですから、日本列島が道を通じて１つになって、いろんな技術とか歴史とか文化とか、何かが

みんな広がっていった。それが道の歴史を考える上のすごい大きなものだと。徳川時代の二百何

十年の間に、すごくそれが発達した。紀州藩の侍にもありますが、江戸に滞在しておったときの

ものを比較する日記が残っております。紀州ではこうだ、江戸ではこうだというのを比較する、

比較する目を持つというのはすばらしいことですね。ですから、そういう大名の行列から始まっ

て、１人旅。１人旅というのはほとんどの人はできなかった。だけど、五街道が整備されてから、

旅行文学というのが発達してきたんですね。伊勢へ参る、みんなでどこそこへ参る、そういう旅

行文学が発達して、『東海道五十三次』みたいなのがいっぱい出てきたんです。ここへ行けば、こ

んなにおもしろいというようなことがあった。 

 だから、封建時代といいながら、それがきっかけなんですよね。今の前哨戦になるべきものが、

もうそのころから既に出てきたと。戦争中はそれが途切れましたが、これからそういうことがま

すます発達して、視野が広くなって、自分の育った常識が通用しないという、相手を許す規範が

できるわけなんですね。そうなったら、戦争というものも、ちょっと起こりにくくなるんじゃな

いかなとは思いますが。 

 旅行して、一番困るのはお金なんですね。道中、お金をどう持っていくか。１両が４貫ですか

ら、１０両持って歩けないですね。それをどうしたか、そういうのを考えるのも旅の楽しさにな

ってくると思うんですが。伊勢参りなんていうのも、大阪でもお伊勢講というのがありまして、

自分で金を持っていかずとも、毎月長屋で１０文とか５文とか掛け金をして、それが全部たまっ

たら行きましょうというので、先達がわーっと行く、全国からそういう人が集まってくるという

んです。 

 対馬から集まってきた人なんかは、伊勢に着いたとき、ものすごく騒がしかったらしいですね。

なべかま全部たたいて、じゃんじゃん上へ上がってきたんです。でも、大阪の女の人にはかなわ

ないんですね、すごい化粧をして、もう真っ白に塗って、内ももまで見えるようにおしろいを塗

って、高げたを履いて、赤い腰のものをちらちら見せて、わいわい言う。大阪の男の人とか女の

人が来ると、１里向こうからわかったという、やかましいんですね。わいわい言って、何か自分

が天下をとったような、今と変わりないでしょうが。（笑）そういうお伊勢参りがある。 

 大阪に伊勢講というのが多いんですね。伊勢というのはだれでも参れたんですね。豊受大神、

農民の神ですよね、下宮のほうは食糧の神です。だから、それを理由にすると、あのうるさい最

中でも旅行ができたんです。まして、講中、団体で行くことができたわけなんですね。ですから、

そういうのがお伊勢参りの一番の特徴だと思います。それと、成人式ができる。若者が先輩に連

れられて、または村のお年寄りに連れられて行く。そこで、下市とか何とか、華やかな女の人た

ちがおるところがある。そこで通過儀式が終わる、おまえ、そこへ行けとか何とか言って、それ

で一人前の男になって帰ってくるという、それがお伊勢参りの楽しさの１つでもあるんです。 

 へんばもちという、もちを売っていた家のおばあさんの書き残したものに、そういうことをよ

く頼まれたと。そこのおばあさんの家は、東北あたりの人を受け入れる宿だったらしいんですが、

うちの息子をやりますから、お金をこれこれ持たせましたから、いい女の人に会わせてください

と、くれぐれもいい女の人に会わせてくださいと。それを念を通して頼みにくると、私は随分世

話をしたというんです。うちの番頭さんがちょうちんを持って、夕方そういう店へ送っていくと、

翌日になったら、すっきりしたような顔つきでぼんぼんが帰ってくると。そして、朝ごはんを食

べていると、そこへ続いて向こうの下男か下女がラブレターを持ってくる。巻き紙に、上が紅で

染めて桃色になっている、恋文なんですね。ゆうべはすごく楽しかった、何とか何とか。それを

もらったらしめたものですよね、村へ帰っても、男になったわけですから。ですから、そういう
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通過儀式というのも傍らにあったということが、へんばもちのおばあさんの語り残したものにあ

ります。 

 ですから、旅というのはいろんな人たちがいろんなものに触れる機会、かわいい子には旅をさ

せよと。旅をさせよというのは、楽をさせるためにやるんじゃないんですよね。旅というのはこ

んなに怖いですよ、外へ出ると追いはぎがあって、人殺しがいて、そこへ１人ほうり出すという

のは大変なことであるというのが含まれてはおるんですが、そういう旅というのが家康が五街道

をつくったあたりから、随分少なくなったと言うんです。護摩の灰というのがありますが、いわ

ゆる詐欺師みたいな、ペテン師みたいなものですが、それはもともと高野山の奥の院で護摩をた

いた、その灰を持ってきた、それをお分けしましょうと言って、どこかのかまどの下から持って

きたような灰を高い値段で売りつけるのが街道におって、それが護摩の灰なんです。だけど、そ

ういうのが広がって、詐欺師みたいなのがいっぱい出てくる。 

 旅では知らない人と友だちになるな、酒を飲んだらいかん、宿に入ったら、一番先に逃げ出す

場所を覚えておけと、そういう教えが徳川の中期以降ぐらいには『旅行用心集』という本が出て

おります。そういうことが克明に書いてあって、これは今と全く同じなんです。ですから、持っ

ていく物はできるだけ少なくしろと。芭蕉なんかができるだけ少なく、少なくといって歩いて、

きょう１日行ったらくたくたになってしまった、荷物もそんなにないのに、くたくたになったと

いうのは、『奥の細道』を読まれた人はご存じだと思いますが、それにも書いております。旅とい

うのは、そんなに疲れるものであって、そんなに怖いものであって、ですから旅がおもしろいん

ですよね。だから、庶民はみんな講中、みんなが掛金をして、金を持たずに、どこへでも行ける、

そういう旅が徳川の中期以降から発達してきたわけです。 

 伊勢なんかでも、御師の家ですね、そういう人たちの親分ですが、その家になったら１,０００

人ぐらい泊めるだけの大きな屋敷があったというんです。だから、そこでわーっと団体が入って

くる、大阪から５００人とかが入ってくる。そうしたら、台所ではじゃんじゃん料理をせんとい

かん。米なんか炊いている間がないんですよ。熱湯の中へばーっとほうり込んで蒸すわけなんで

すね。魚なんかも、やっぱり熱湯へほうり込むんです。そうやって流れ作業をやっていくわけな

んですが、焼け火ばしを持って焼けこげをつくる者がおるわけなんですね。（笑）いかにも焼き魚

のような感じでざーっとやっていくと。だから、今とほとんど変わりないです。今もそういうと

ころへ行くと、大体そんなものですが、徳川時代からも、そうやって焼け火ばしを持っていた人

の職業があったのかなと思うと愉快になってくるんですよね。だから、焼いている暇なんて到底

ないわけで、そういう人がしょっちゅう来る。 

 伊勢参向の話をこの前、近畿ツーリストですか、旅行者の人に頼まれて話をしたら、うらやま

しいなと言って、それだけ人口が大移動するということは考えられんことやと。徳川時代は、や

っぱりお伊勢参りと、熊野もそうですね。田辺の宿場にものすごい人数が１週間の間に集まった

ことがあるんです。そんなこと、今でもちょっと考えられないと。もっとも、この前は３,０００

人ほどの団体が熊野へやってきまして、やはり世界遺産のおかげなんでしょうか。 

 私の知っているじいさんが語り部なんですよね。明日３,０００人ほど来ますからというので、

興奮して、晩に寝ずに暗記するわけですね、間違わないようにしゃべれるかと。ばあさんに励ま

されて行ったんですね。それで、立っている道祖の前をずっと通るんですが、そこで立ちどまっ

てくれないんですよね。旗を持った人が、進め、進め、とまったらいかん、時間がないんやと。

（笑）そのおじさんが空振りに終わってがっくりしている後で私が行ったことがあるんですが、

ゆうべ一晩覚えたのに、前をすーっと通って行っただけと、がっくりして。 

 お伊勢参りも大体そういうことがあったと思うんですが、だから東北へ行きますと、例えば関

西では大峯山へ参ってくると一人前になったとか、若者がよく行ったことがありますが、東北へ

行きますと、伊勢参りは済ましたとか、熊野もうでを済ませたというのが一人前の印なんです。

若衆やろうで座る位置が全部違ってくるんですよ、そういう通過儀式が終わったのと終わらない

のとで。ですから、昔から、旅というものが人生の通過儀式の中で重きを置かれておったという

ことがわかるんです。 

 こういう旅をきっかけにして調べていきますと、お金なんかでも全部違うんですね。１００文

が９８文でしか通らない地域もある、お金の段階が違う。だから、ご褒美で小判をもらうという

のは上級の侍なんです。中級の侍になったら銀なんです。下っ端になったら銭なんです。だから、

お百姓が何かをもらったといったら銭何貫文、銭なんですよ。小判をもらったという記録はない



わけです。あれば、その記録はちょっとややこしいんです。だから、身分によっても違う。吉原

へ行って、一番すごい人に対するお礼は小判なんですね。中級になると銀になる、一番安い、我々

クラスの相手になると銭なんですね。だから銭で済む、銀で済む。そして、薬なんかは銀なんで

すね。ですから、その金がややこしいんです。名古屋は金銀両方通じますが、関西は銀目立て、

６０目が１両なんです。 

 だから金といっても、例えば、ちょっと気が迷ってよろめきを起こしたと、そのときにおわび

に７両と言いますよね、あれは高野山に納める首代です。ほんとうは１０両だったんです。１０

両盗めば首が飛ぶといって、大体１０両だったんですが、だんだん相場が下がってきて７両にな

ったと。だから、大阪の男がよろめきを起こしても、大阪はそんなに金離れがよくないですから、

そういう金の払いは５両なんですね。さわり３００、３００匁ですね、大阪でも違う。だから、

土地によって金の使い方、金に対する意識がちがってくる。ですから、そういうものがわからな

いと、旅行記なんかを読んだ場合に、もうちんぷんかんぷんになってしまうんですね。それがわ

かると、すごくおもしろい、どういうお金の使い方をしたかと。 

 大阪なんかでも愉快な人がいて、東北を一周回ってきて、あまり売れのない芸人なんですが、

田舎へ行くとわかりませんから大きな名前を使って、それでずっと回ってきた男の日記がありま

す。よくもまあ、こんな日記を書いたものだなと思ったんですが、すごくもてたり、夜ばいに行

って天井から落ちて、腰の骨を打ったりなんか書いてありますが、すごくおもしろい人がいます。

だから、徳川時代の旅行記というのでも、いろんな人種、いろんな人たちが、いろんなものを書

いている、あるいは語り残している。そういうものを見ると、歴史の幅がもっと広がってくるん

じゃないのかなと思います。 ～終了～ 

 

 

  2-1-5 活動報告会 
      

【司会】  

ただいまより、街道や交流拠点周辺におけるまちづくり活動を実践するさまざまな団体による、

活動報告会を開催いたします。 

 まず初めに、本シンポジウムの大きなテーマでもある、近畿の歴史街道や街道の振興に関する

取り組みをご紹介いたしまして、その後、６団体の皆様方にご登壇いただき、その団体の活動報

告を行っていただきます。 

 それでは、まず初めに、近畿の歴史街道や街道の振興に関する取り組みにつきましてご報告を

させていただきます。 

  私たちの暮らす近畿圏は古代、飛鳥、奈良、平安時代から、朝廷や都が置かれるなど、我が

国の歴史の源流とも言える地域であり、各時代を通じてさまざまな文化が育まれてきた土地でも

あります。 
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暮らしを支えるとともに、歴史や文化

野街道をご紹介します。皆様もご存じのとおり、

、熊野街道の起点を示す石碑や、八軒家船着き場跡の石碑が設け

ら

 このような長い歴史の中で、近畿圏においては地域と地域を結ぶ街道が発達し、人や物の流れ、

を今に伝えてきました。例えば、大阪府の堺市と奈良県の

葛城市を結び、古くは『日本書紀』にも登場する竹内街道、

遣隋使や古代中国からの使者などが往来した古代大陸との

外交の道であり、シルクロードの東の終着点を担った我が国

で最も古い国道と言われています。 

 次に、熊

２００４年７月に、紀伊山地の霊場と参詣
さんけい

道
みち

がユネスコの世

界遺産に登録されました。熊野古道ではたくさんの観光客が

訪れ、厳しい自然の中で受け継がれてきた信仰の道のたたず

まいを楽しんでおられます。この熊野への道、いわゆる熊野

もうでのための陸路が、今の大阪天満橋に当たる渡辺の津、八軒家から一路和歌山の熊野方面に

続いていたことは意外に知られていないのではないでしょうか。 

京阪本線天満橋駅の南側には

れています。また、現在新しい鉄道である中之島新線の工事が急ピッチで進んでおり、大川に

は水の都大阪の再生に向けて現代の船着き場が整備される予定です。 



 次に、東海道へ続く京街道です。こちらも大阪の八軒家から京都方面へ
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続く街道ですが、途中、

代の行列が行き交う道であった西国街道をご紹介します。遠くは九

。本日の

・交流の促進に向けて、さまざまな取り組みを進めてまいりま

ョンシステ

されている６つの団体の活動

会の皆さん、どうぞステージにお

方宿地区まちづくり協議会（代表 平澤 英正） 

京都までの５３次とよく言われ

都と大阪の中間に位置し、東海道５６番目の宿場町として本陣も置かれ、東西約１.

すが、この枚方宿にはまだ数十軒の町屋が残存しており、旧東海道

平成１１年の初め、

た住民意識調査アンケートを実施して、住民の皆さんの意向を

守口、枚方、淀、伏見の４つの宿があり、くらわんか舟、三十石船など、淀川などの舟運と深い

かかわりを持つ街道です。 

 最後に、江戸時代、参勤交

州方面からの山陽道を経て、現在の神戸三宮から大阪、箕面、茨木、高槻などを通過し京都へ至

る道のりです。道中には茨木の郡山宿本陣などがあり、当時の面影を伝えています。 

 さて、ここで街道の振興にかかわる自治体や民間組織の取り組みをご紹介しましょう

シンポジウムの実行組織でもある近畿街道・交流ネットワーク推進会議は、近畿の２府５県、３

つの政令指定都市、国土交通省、歴史街道推進協議会などの各種協議会、そして関西の私鉄各社

が連携して設立した組織です。 

 この推進会議では、街道の振興

した。まず、鉄道会社などが主催する街道ウォーキングイベントなどに合わせて、本日皆様のお

手元にもお届けいたしました「街道案内マップ」を作成・配布し、また、ウォーキングコースの

中継ポイントでは、地元の方々のお力をかりてＰＲイベントを開催いたしました。 

 さらに、携帯電話のバーコード読み取り機能を活用して、街道の案内、ナビゲーシ

ムを試行しました。街道の道中に設けた道しるべにバーコードを張りつけ、これを読み取れば現

在位置や周辺観光情報、歩行距離、さらには消費カロリーなどが画面にあらわれる仕組みです。 

 このほか、大阪府では歴史街道の案内を充実するため、地域の企業や組織、団体から寄贈をい

ただくなど、さまざまな形で街道の道しるべを増やしています。 

 では、続きまして、近畿各地の街道におきまして目覚しい活動を

内容につきまして、発表を行っていただきたいと思います。 

 まず初めに、京街道を代表して、枚方宿地区まちづくり協議

越しください。 

 

 

枚
 本日は京街道の代表ということで、最初に少し京街道の説

明をさせていただきます。 

 東海道はお江戸日本橋から

ますが、実は、京街道を含めて、大阪までの５７次がほんと

うなのです。慶長２０年（１６１５年）の大阪夏の陣の後、

幕府は東海道を大阪まで延長し、京街道には伏見、淀、枚方、

守口の４宿を設けました。幕府の公文書にも、東海道は品川

宿より守口宿までであるといった記述も見え、江戸を起点と

する五街道を支配する道中奉行の直轄であったことは確かな

ようです。 

 枚方宿は京

５キロの街道沿いには４００軒もの旅籠やお茶屋などが軒を並べ、交通の要衝として栄えました。

また、北河内の特産物も枚方宿に集まり、物資輸送の大動脈であった淀川の水運を利用し、全国

に発送されておりました。 

 現在の枚方宿地区の概要で

の面影を今もしのぶことができます。また、枚方宿は枚方市の中心市街地に位置しており、近く

には枚方パークの遊園地や淀川の枚方水辺公園があり、休日には現在の健康ブームの関係ですか、

リュックサックを背負って街道を歩いておられる方々をよく見かけます。 

 現在、我々が活動している枚方宿地区まちづくり協議会につきましては、

市役所から枚方宿地区について歴史的景観をつくりながら、ともにまちづくり活動をしていかな

いかと自治会や商店街の代表者に説明と打診がありました。まちづくり協議会を立ち上げるため

に、平成１１年９月、まちづくり研究会を発足させ、立命館大学の高田先生の指導により、まち

づくりの勉強会を始めました。 

 まず、地区内の全戸を対象にし

聞きました。また、全住民に呼びかけて、まちづくり懇話会も開催しました。主な意見としては、
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としては、春のコンテナガーデンの植えかえに始まり、秋には街道菊花祭を実施する

ＰＯ法人ゴダイ（代表 石井 聖美）       

おります

の中の資

ると思います。このマップ

すね。ただ、そ

いると思います。こちらの冊子、これもつくりましたのは私たち

 私たちは生き生き長寿社会というのを実現するための活動の１つとして、竹内街道を取り上げ

が、今度３月に、また歩きます。表のほうにも少しチラシを置いていました

～終了～ 

町屋などの歴史的な建造物がなくなってきているのに、まちづくりを始めるのは遅過ぎないか、

街道を通過する自動車をどうするのかなど、さまざまな意見がありました。いずれにしても地道

な努力が必要で、そのためにまちづくりを行っていくことを説明し、理解を得ました。こうした

経験を経て、平成１２年６月に現在のまちづくり協議会を設立し、現在６年目の活動に入ってお

ります。 

 主な活動

など、花と緑の街道づくりに取り組んでいます。特に、街道菊花祭では、市内の小中学校で育て

られた大菊２０鉢を街道沿いに並べるとともに、まちににぎわいをつくり出そうと、地区内のお

寺や公園などを会場に枚方ジャズストリートを開催し、まちの歴史や文化を広く発信しています。 

 このような活動が評価され、花の観光地づくり大賞や地域づくり表彰を受けることができまし

た。これらを励みに、住民みんなが自分たちのまちに愛着と誇りを持ち、活動の輪を広げていき

たいと考えております。  ～終了～ 

 

 

Ｎ
【司会】続きまして、竹内街道を代表して、ＮＰＯ法人ゴダ

イの皆さん、どうぞステージにお越しください。 
【石井】特定非営利活動法人ゴダイ理事長をやって

石井聖美と申します。後ろにいてますのが、ゴダイで、この

竹内街道を中心に活動をしているメンバーです。 

 きょう、皆さん、こういう袋をお持ちですね。こ

料、ごらんいただけていますでしょうか。このグリーンの中

に、今発表しているメンバーの紹介などが載っています。も

ちろんゴダイも載っています。ＮＰＯ法人ゴダイという形で

載せていただいています。 

 もう１つ、マップが３つあ の中で、竹内街道、これですね。こちら

のほうの中を開いていただきますと、堺から奈良まで、竹内街道の図が載っています。地図があ

るんですが、この地図の協力をさせていただいたのがＮＰＯ法人ゴダイです。 

 街道というのは、ＮＰＯ活動をするときに、すごく取り組みやすい題材なんで

の中で今回のシンポジウム、名前を地図に載せていただけた名誉は私たちゴダイだけだったよう

です。非常にありがたく思っています。表紙のところにＮＰＯゴダイというふうに載せていただ

いています。ちょっと自慢ですので。（笑） 

             

 中にこのような冊子が入って

ＮＰＯ法人ゴダイなんですね。中のほう、何か市民がつくっているだけじゃなくて、開いていた

だきますと、各地方、竹内街道の通っている市町村の教育委員会の方であるとか、それからまた、

参加者の方の意見なども載っていますので、これを読んでいただくと、私がしゃべるよりもよく

理解していただけるんじゃないかなと思います。 

 

ています。この竹内街道を歩く体の元気と、それと、いろんな話を聞きながら歴史的なものを学

ぶ頭の元気を兼ね備えた、元気なお年寄りがたくさん増えればいいなと思って活動をやっている

わけなんですね。 

 きょうは２月です

が、またお帰りのときに、ご希望の方にはチラシをお渡ししたいと考えています。今度３月１９

日の日曜日です。竹内街道の一番の難所、竹内峠を通る、歩こう会といいますか、歴史ウオーク

を考えていますので、参加費を１,０００円ちょうだいしているんですが、払った分だけ実感があ

るウオークになると思いますので、ぜひ皆さん、きょうを機会に竹内街道にも目を向けて、一緒

に歩いていただくとうれしいなと思います。よろしくお願いいたします。  
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津ＤＨＣクラブ（代表 瀬川 禎彦）       

マーシャ

ログラ

 また、先ほど来、熊野古道というお話も出ておるわけなんですが、大阪から熊野に向けて南北

道のご縁で、このたび昨年

  

 そして、昨年はその熊野古道を利用いたしまして、わくわくハイクというのを計画し、町外か

て活動できるのも、ただいま着せていただいて

かとり観光ボランティアガイドの会 （代表 吉田 浩司） 

高取観光ボランティアガイドの会の吉田と申しま

良県内の人にも聞かれてしまう

は平成１５年８月に、高取町の歴史や文化、史跡などのガイドを通じて町の観光振興に

下
【司会】続きまして、熊野街道を代表して、下津ＤＨＣクラ

ブの皆さん、どうぞステージにお越しください。 

【瀬川】こんにちは。ＤＨＣが一番、お茶の間のコ

ルで人気を博しております。お聞きになったことございます

か。でも、こちらのほうは女性のお顔をきれいにするＤＨＣ、

会社でございます。私のほうは女性のお顔でなしに、まちの

顔、すなわち道をきれいにし、まちの活性化を図っておりま

すＤＨＣクラブでございます。町おこしのために、夢と希望

を持って挑戦しようということで、ドリーム・ホープ・チャ

レンジということでＤＨＣになっております。 

 国道のほうは国土交通省さんのボランティアプ ム・サポートのご支援を受け、四季の花

を植えかえ、訪れる皆さんに楽しんでいただけるような花づくりを数カ所でさせていただいてお

ります。また、道と川はまちの動脈であり、川につきましても国土交通省さんのご支援をいただ

き、生き物共生事業ということで、川を魚の住むような川にしたいということで活動をしており

ます。そして、まちの人とともに、ごみ減量委員会というのを立ち上げまして、川に対する意識

を啓蒙させていただいております。         

 

に通ずる熊野古道は、私のまちの山間部にあります。先人が残したこういうすばらしい世界遺産

を今後どのように守り、次世代へお送りするかというのが我々の使命ではなかろうかということ

で、熊野古道を通していろんなイベントも展開してまいりました。 

 一番大きく成果を上げましたのは、海南市と下津町とを結ぶ熊野古

の４月１日に海南市と下津町が合併し、人口６万の新海南市が誕生いたしました。まさしく、道

を通じての文化、人の交流であり、大きな成果の１つではなかろうかと思います。       

 

ら１,５００人ぐらいご参加いただきました。そして、町の文化、それに物産展等も開催し、訪れ

た方々にご紹介をさせていただいております。 

 私たちが、まちの顔は道というふうにとらまえ

いるこのジャンパーなんですが、国土交通省さんが主催いたします「みちぶしん」というミュー

ジカルがありまして、それのお手伝いさせていただきました。その中で道の歴史、また道の尊さ

を勉強させていただきました。今後は、このスタッフジャンパーを通してまちづくりに貢献して

まいりたいと思います。  ～終了～ 

 

 

た
【司会】続きまして、奈良県高取町からお越しのたかとり観光

ボランティアガイドの会のみなさん、どうぞステージにお越し

ください。 

【吉田】私は

す。よろしくお願いします。 

 高取町ってどこですかと、奈

ような場所なんでございますが、位置的にはちょうど明日香の

南側といいますか、そんな位置になります。大和平野の最南端

という形で、藤原京時代の一番南の南山に当たる場所でござい

ます。 

 私たち

寄与することを目的に設立された団体です。会員は２５名で、幅広い年齢層の、個性豊かなメン

バーで活動をしております。一応、私が３３歳で最年少ということになっております。 
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させて

代に古墳や飛鳥京の建設

 

 この町屋が並ぶ土佐街道は現在人通りもまばらで、当時の姿は見る影もありませんけれども、

ににぎわいを取り戻すため、また多くの方々にお伝え

ント、高取探検隊というのを開催して

日にさせていただく予定です

どのイベントの情報を発信す

聞でもちょこっと載ったりしたんですけれども、高取城の当時の姿を

画というのを実行いたします。この計画

ただいております。来年もこの

神南夢マップづくり(代表 福嶋 忠嗣)  

道を代表して、阪

神

域ビジョン委員会の、阪神夢マップづくりグル

ー

 高取町の名所旧跡をめぐる６つのモデルコースを中心に、私たちの言葉で皆様をご案内

いただいています。その中で最も依頼の多いエリアが、私たちが抱える日本一の山城である高取

城と、その城下町という形になる土佐街道ということでございます。 

 土佐という名前がついておりますが、この地は古代大和、飛鳥王権時

のために使役として土佐の国から駆り出され、帰郷かなわずこの地に住みついた人々が土佐と名

づけたというふうに言われています。同じように、町内には薩摩とか吉備とかいわれる地名も残

っております。 

江戸時代には行き交う人々であふれて、街道の両脇には商店がひしめき合っていたそうです。明

治以降も薬の町として、薬草の栽培や製薬に従事する人、それから全国各地へ大和売薬を販売し

て回る人で大いににぎわっていました。 

 私たちはこの歴史と文化の香る土佐街道

していくために、主に４つの活動に取り組んでいます。 

 まず第１に、私どもが企画しておりますハイキングイベ

います。こちらは近鉄さんとかにもいろいろとご協力をいただいておるんですけれども、土佐街

道や高取城などを中心に、我々ガイドのお話を聞きながら名所旧跡をめぐっていただくイベント

でございます。企画、運営、地図の作成などを自分らで手づくりをしてやっておりまして、毎回

異なるコースをテーマに従ってご案内させていただいています。 

 先月の１月２２日に終わってしまいましたので、次回は５月２１

ので、また皆様よろしければ、ホームページや近鉄のハイキング情報誌などでご案内しておりま

すので、ぜひお越しいただければありがたいと思っております。 

 第２に、土佐街道をはじめとした名所旧跡案内や、高取探検隊な

るために、インターネットを積極的に利用しております。また、高取観光メールマガジンという

のを月に１回程度配信しておりまして、これをきっかけに訪れてくださる方も大勢いらっしゃる

ようになってきました。 

 それから第３に、最近新

コンピューターグラフィックスで再現すべく、奈良産業大学の学生さんに協力をいただきまして、

今年の８月末ぐらいを完成目標に、高取城をコンピューターグラフィックスを使ってＣＧ再現を

するというようなこともさせていただいております。 

 最後に、今年の４月ぐらいから、土佐町並み天の川計

は、土佐街道を天の川、それから各種店舗や露店などを天の川のお星様というふうに見立てまし

て、星をいっぱいつくって、お店を露天みたいな形でたくさん、住民の方々と一緒にお店を開い

て、にぎわいを取り戻すための計画です。月に１回ぐらいのペースでにぎわい市とか、歴史文化

教室とか、体験教室などのイベントを開催していく計画です。 

 そんなことで、いろんな４つほどの活動を私どもは行わせてい

ような場で、これらの活動がご報告できるように一生懸命頑張らせていただきたいと思います。

ぜひ、皆さん高取町へお越しください。我々観光ガイドがご案内させていただきます。     

～終了～ 

 

 

阪
【司会】 ありがとうございました。 

それでは続きまして、山陽道・西国街

南夢マップづくりの皆さん、どうぞステージにお越しく

ださい。 

阪神南地

プの代表をしております福嶋です。このグループは兵庫

県が主催しております阪神南県民局というところが推進

母体でございまして、地域活動をしている方がそこに集ま

づくりをいかにすべきかという議論の後に、こういうふうな街道マップみたいな形で夢マップを

りまして、いわゆる地域づくり、まち
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ご存じのように、阪神 うのは行政区画でいいますと、芦屋、西宮、尼崎、私は芦屋出身

な

それがあ

言いますと、今までの歴史系の方の街道調査というのは街道だけ、いわ

持ちしているんですけども、こういう形の、絵図にな

この４３号線という国道に、震災後いわゆる環境防災緑地というのを国

つくろうということになりました。 

  

南とい

もので芦屋を一番最初に言わせていただきますけども、そういう３つの行政区域で、各地域で

活動している方も、いい意味か悪い意味か、やっぱりその行政区域にどうしてもとらわれて、我

がまちのことは知っているけどお隣のまちは知らないと。県で広域な行政をしようということで、

阪神の地区みたいなところに行政の１つのサービス拠点ができましたので、何か全体をつなぐイ

メージなり、何かをつくらないといけないんじゃないかということになりまして、そうしますと、

やはり横につなぐのであれば街道だろうということになりまして、よくご存じのように、きょう

もお話がありましたように、いわゆる西国街道は京都から神戸まで、そして私たちは新山陽街道

と言っておりますのは、大阪から神戸、それからずっと瀬戸内海側を九州のほうに行っておりま

すが、地元の尼崎の人は中国街道と言っておられるんですけども、それを新西国街道、新山陽街

道と認めていまして、それは一応現在の道路でいえば、いわゆる新西国街道は１７１号線から２

号線、そして新山陽街道は国道４３号線と一応念頭に置いて、それを見てみようと。 

 今までのは国道ですが、その脇に旧国道という形の県道または市町村道があります。

る種、歴史をひもといております。その２つ、国道、県道の間をいろいろな街道が歴史的には動

きながらも、現在はある種整備された道路になっているという歴史があります。それを調査して、

一応私たちは徒歩で歩きまして、このビジョン委員会は２期、４年間にわたりまして隔週土曜日、

雨天には行きませんが、それなりの天気であれば午後、約８５日間かけて４年間で踏破しました。

踏破しましたのがこういう形の絵図で、ホールには西国街道の尼崎の分だけ張っています。です

から、約半畳分です。これを全部にしますと、約畳７畳のものになります。これは、とてもこの

会場には張れないからと言われまして、県の方から最低限のところでお願いということで、今回

それをご紹介します。 

 どんな調査をしたかと

ゆる歴史を伝ってルートをたどるという形なんですけど、それじゃまちづくりにならないと。そ

して、旧国道と国道をあわせた広域なところを、ハウジングメーカーなんかで使っています住宅

地図というのがございますが、その１枚分をもって１日として、１枚分をすべての人が一般的に

歩ける公共空間――私の住宅なんかには入れませんが、それ以外のところはすべて網羅して歩く

と、そういう形で調査をしております。 

 そうしますと、きょうはそれの冊子をお

るまでの冊子です。これが西宮の分、そしてこれが尼崎、そして芦屋ですね。その中で、いわゆ

る街道名称というのは、今までのお話にありましたように、いわゆる石碑とか道標とか、そうい

うのがございます。そのほかの視点をもう少しつくらないかんのじゃないか。そうしたら、現在、

市町村レベルで行われている歩道の整備、それから国道の整備も当然ありますから、それも全部

網羅して入れていこうと。その中に地域のお地蔵さんとか、個人の方の持っている祠みたいなも

のを全部網羅します。そして、それをリストアップして、総体的な１つの絵図にしております。

これを私は名づけて、平成阪神間絵巻と言っていますが、ごろごろっと並ぶ、そういうものです。

それを全体的に見ていきますと、その地域、地域の特質なり、何らかの形で自分の住んでいると

ころにアイデンティティーが見えてくるだろうということで、それをもとにして地域活動のベー

シックな資料にしていただこうと。そういうことで、その絵図を抱えて各地域づくりの団体のと

ころに行って、いろんなお話をしたりとか、その絵図の中にどんどん新しい情報を組み込むよう

な形にしております。 

 そうしているうちに、

がおつくりになったんですけれども、この緑地は本来、単なる緑地ですよね。これは環境防災と

いうことがついているんですけど、ほんとうの意味の環境防災になっていないんじゃないかとい

うことで、はたと思いまして、芦屋の一番小さな緑地を、震災後、山手の洋館からレスキューし

ました大谷石製のリュウズノとスイコウを中心に据えて、そこに泉をつくったんです。そして、

その周りの花壇は御影石のけんち石、それも全部捨てられようとする廃材をもう１回再活用して、

そこに地域の植栽をいかに植えるかということで考えております。 

 いわゆる食べる植栽、菜っ葉類としてツルナ、これは本来この地域の海岸沿いにあった植栽で

すが、これを復活させようということにしております。大きな木ではメタセコイヤという木があ



ります。これは街道調査の中で新しく見つけたんですが、武庫川女子大というのが鳴尾にありま

す。そこに、三木茂さんという名誉教授、ご出身でもうお亡くなりになっているんですけども、

その方が戦前にこの樹枝を、日本を中心としたいわゆる恐竜時代の植物であったということで同

定されて、それが戦後焼け野原に植栽運動ということで小学校または公園など、教育機関を中心

としてその普及活動をされた。その活動は、我々が今、地域活動やどうやこうや言っているルー

ツになるんじゃないかということで、そういうことを検証しながら、三木先生のやられたことを

引き継ぐような形で、もう１回そういう環境防災緑地に植えて、ゆくゆくは例えば国道の植樹帯、

中央帯にこれを植えれば、例のヨン様の「冬ソナ」のメタセコイヤの並木に匹敵するようなもの

が、国道というレベルで日本の列島の背骨になるんじゃないかということでご提案し、その１つ

の例として、この環境防災緑地に国の予算で、小さい苗ですけど、植えていただいております。 

 これは１年で大体人間の背丈になりますから、１０年たてば、あっという間に、今の阪神高速
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り、文化財的な視点もある。そういうの

ＰＯ法人歴史の道東海道宿駅会議（代表 松山 正巳） 

ました。 

史の道東

よろ

し

所は、滋賀県の東の外れ。東海

ございますけれども、先ほど枚方宿の皆さん方が東海道は５３か５

 その守口宿が５７番目であるということの書類は、元和７年（１６２１年）１２月１９日に、

道路の背丈を越えるような形になって、景観上問題になるようなものも植栽によって緑のベール

になるということで、環境及び景観的にもいい環境になる。そうすると、この国道自体が全然違

う街道になる。そうすると、この国道の街道を歩く人たちがもっと元気な形で街道を歩き、また

街道を楽しむ。僕たちがつくった公園が新しい名所になる可能性があるというふうに思っており

ます。そういうふうな１つの実験をやっております。 

 それはエコロジカルな視点もあり、景観的な視点もあ

を全部入れてやっていかないと、今の市民の人たちの目をほんとうの意味で楽しませられないと。

今までの整備というのは、あるマニュアルのもとに、ある木しか植えられないとか、ある予算分

しか植えられないみたいな形なんですけども、こういうのを市民の目線でやれば、結局、我々は

１０万円前後かかったんです、この泉から何からを整備するのに。これを行政がやったら１００

万円近くかかると思います。だから、市民がやれば１０万円でできるんです。だから、こういう

ふうな形で、あるものを活用し展開していくという始点をもう１回持っていただいて、街道を歩

くだけじゃなくて、街道をつくっていく、そこに名所をつくっていく、そこにつくった無名の人

たちがいたという歴史がずっと残っていって、そういう思いが街道を広げていくんじゃないかと

思います。～終了～ 

 

 

Ｎ
【司会】 ありがとうございました。 

 福嶋忠告嗣様にご紹介をお願いいたし

 続きまして、東海道を代表いたしまして、ＮＰＯ法人歴
海道宿駅会議の皆さん、どうぞステージにお越しください。 
私どもはＮＰＯ歴史の道東海道宿駅会議と申します。

くお願い申し上げます。 

 本部に該当します拠点の場

道は昔の土山宿、今の甲賀市土山というところにございます。

鈴鹿峠を境にしまして、伊勢と近江に分かれるわけでござい

ますけれども、私どもは伊勢から近江へ入りました京都側の

一番初めの宿場に該当いたします。 

            

 さて、東海道ということで

７かということを申されました。私どもも、初めは東海道は５３だと思っておったんでございま

す。これは『東海道膝栗毛』の話やら、すごろくの話で、「きょうしが上がる」ということになっ

ておりますから、ともすれば東海道は５３だと思っておったんでございますが、勉強しているう

ちに、東海道は大阪の高麗橋までである。そして宿駅は東京は品川が１番で始まりまして、守口

宿が５７番目の宿場であるということがわかってまいりました。 

 

幕僚であります、いわゆる徳川幕府の閣僚だと思いますけれども、シラスマタベエ、カワイセイ

スケという方から、守口村の庄屋並びに百姓中に出されております。どのように書いてあるかと
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りますので、皆様方、お手元の活動報告会の資料集の１１ページ、１

し

駅でありました町や村は私たちとともに、

は他の街道と同様に、長い歴史のうちに人間、情報、文化、物資の流通の基盤

おける人間の生きる姿が

と思いますけれども、そ

言いますと、「伝馬並びに次飛脚、日夜油断なく公儀相務め申すにつき、諸役御免なされ候、なお、

もって庄屋、百姓中、油断存じましく候」と、このような難しい文章が出ております。この文書

は守口宿に出ておるわけでございますが、東海道の宿駅制度に関する一番初めの立ち上がりの文

書は、慶応６年（１６０１年）に「伝馬次のこと」という定め書きが出ておりまして、これは９

月１５日に伊奈熊蔵忠次、彦坂小刑部元正、大久保十兵衛長安と、こういう方から出ておるのが

東海道の宿駅の話でございます。ですから、私どもは今は東海道は５７次であるという認識をさ

せてもらっております。 

 本日、時間が限られてお

２ページにまたお目通しをいただいたらありがたいと思いますが、私たちの団体は、東海道の街

道の歴史を大  切に思い、昔日の東海道に思いを馳せる人たちにより、「東海道五十三次」をは

じめとする東海道の宿駅制度を学習し、可能な限りそのよきものを今の時代に保存活用するため

に、まずシンポジウムを中心に、まちづくりを考える若手青年たち十数名で発足をいたしました。 

 第１回目のシンポジウムは昭和６３年、旧土山町、私どものところでございますが、土山宿で

開催し、第２回目は平成元年、旧品川宿、第３回は同２年に愛知県の池鯉鮒宿、第４回目は同３

年に三重県の桑名宿と回を重ねてシンポジウムを進めてまいりました。回が進みまして、途中、

私どもはたくさんの宿場と仲良くすることができましたので、連絡協議会というものをつくりま

して、そうして過ごしてきたわけでございますが、第１５回は平成１４年、神奈川県の大磯宿、

それから１６回目は１５年、旧石部宿、１８回目は昨年でございますけれども、守口宿で交流を

進めさせてもらいまして、昔の東海道の歴史遺産の認識を深めてまいったのでございます。 

 既に、関西では、土山宿、水口宿、石部宿、守口宿の５つの宿場でこのシンポジウムを開催

てまいりました。そして、今年、平成１８年の秋には伊勢の旧阪下宿で開催をさせていただきま

す。回を重ねてまいるうちに、ちょうど東海道宿駅制度４００年という年を迎えました。この年

は第１４回目、平成１３年に静岡県の袋井宿でシンポジウムをさせていただきました。東海道の

文化化を願い、そして東海道ルネッサンスをご指導なされます国土交通省や静岡県さんのご尽力

のお陰で、この袋井宿大会は大変盛大に行われまして、昔の街道と東海道宿駅、すなわち昔の宿

場町への理解と認識の輪が広がったのでございます。 

 ４００年の記念すべき年は過ぎましても、東海道の宿

今後もずっと生き続けるのでございますから、このシンポジウム、交流会はずっとこれからも続

けていきたいというふうに思っております。私どもはこのシンポジウムが一過性のイベントに終

わりたくはございません。そんなことになっていくのを決して望んでいるわけではございません

が、宿駅制度４００年という、この１つのエポックが１つの区切りというふうな誤解をされてし

まいまして、そして我々の活動がしぼんでいくのは私は非常によくないと考えましたので、１４

年前に発足いたしましたこの東海道シンポジウムと宿駅交流の小さな芽と、ともしびを決して消

さないために、ＮＰＯ法人になることに決意をいたしたわけでございます。なぜなら、旧宿場町

という肩書きを持っておる地域は歴史遺産の中に生きておりますから、ここの人々の思いやりや

善意は常に結ばれていなければならないのであります。決して散逸してはならないというふうに

考えております。東海道宿駅制度や伝馬制度は、相互に結ばれて成り立つものですから、互いの

持つ宿場としての共通項を継承するための結束力のある団体に成長していきたいと、かように考

えております。 

 歴史の道東海道

でありました。まさに我が国のブロードウエーであったのでございます。加わるに大切な視点は、

人間の生きていくための活動があったのがこの街道であったわけでございます。街道は決して、

道路や鉄路といわれる無機質なものではなかったわけでございます。 

 私たちが重ねるシンポジウムの中で学びつつあるもの１つに、街道に

あります。現在の道路の姿に、人間の生きる姿を重ねてみますと、現在のそれは昔に比べること

のできない悲しさを持っていると思っています。童謡「まりと殿様」に歌われる、あの歌でござ

いますけれども、この街道の歌は大阪守口宿の人々から江戸品川宿の人々へとずっとつながるも

のを持っていると私は存じております。他にも、古い子供たちの歌に、東海道を歌った歌がござ

います。殿様とともに暮らした庶民の姿を生かした歌がございます。 

 確かに、昔は殿様に失礼してはいけないと厳しく申しつけられていた

の歌の中には優しさというものがありました。しかし、今日の道路は車が我が物顔で走り回る恐
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を楽

、文久元年１月３日に生まれたおばあさんがおりました。こ

てきた我々でございますの

がとうございました。 

団体のほかにも、数多くの方々が近畿各地でさまざま

で街道の振興やまちづくりなどに取り組んでおられますＮ

になさ

出られまして後ろ側にあります受付付近にて、街道や交流拠点周辺に関するま

       

怖の世界であります。経済活動が大きくなりますと物資の流通も大きくなることは当然のことで、

それなりの道路としての対応は必要だと考えております。しかしながら、私たちは多くの歴史遺

産がある中で、街道が持つ人間性こそ今後の時代に生かされるべきだと考えております。 

 健やかな日々の中で街道を学びつつ、慈しみつつ、道路の恐怖を忘れて街道のたたずまい

しむウオーク活動ができるまちが、宿場町はもとより他の町々にもたくさん生まれてくる日を楽

しみにいたして、私たちは東海道シンポジウムの交流と、この宿場の皆さん方との楽しい交流会

を続けていく所存でございます。 

 私の生まれた家には、子供のころ

のおばあさんの話を私どもは聞いて大きくなったんでございますけれども、薩摩の兵隊が牛の肉

を食っておるから皆で見にいこうというふうな話もございました。また、よくおばあさんが注意

をしたのですけれども、濡れた布をこのように絶対さばいてはいけない、布を干すときにはこう

いうしぐさは絶対いかんよというふうに言われました。これは宿場の外れにあった首切り場で人

の首を切る音だというふうに教わりました。昔の人たちは厳しい生活の中に、街道で暮らしなが

らいろいろな大切なことを我々に残してくれたと思っております。 

 本日の発表会、５分という制限がございます。かような生き方をし

で、とめどなくお話をさせてもらったと思いますけれども、このあたりで終わらせていただきた

いと思います。 

【司会】  あり

 ステージでご報告いただきました６つの

な取り組みを展開されております。 

 それでは、後ほど、実際に近畿各地

ＰＯや市民団体、民間組織の方々から直接、活動のお話をいただくことにしましょう。 

 なお、皆様のお手元には活動報告資料集をお届けいたしておりますので、どうぞご参考

ってください。 

 また、当会場を

ちづくり活動を紹介するパネル展を開催いたしております。ぜひ、ごらんくださいませ。  
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 2-1-6 パネルディスカッション 

ーター 

務局長 井戸智樹 

・ 
燈花会の会前会長、観光カリスマ 朝廣佳子 

 

ザー 村山友宏 

【司会】  それでは、ただいまからパネルディスカッション「街道から始まるまちづくり」を

道を介した地域づくり、まちづくりなどに取り組まれ、活躍してい

の方ばかりですので、身近なお話から未来の

を紹介させていただきます。

始まるまちづくり」を開催させていただきたいと

リスマでもいらっしゃいます。お願いい

改めまして、奈良から参りました朝廣と申します。 

んですけれども、実は私は街

ただきましたとき

 
      

・コーディネ

歴史街道推進協議会事

パネリスト 
ＮＰＯ法人なら

枚方宿地区まちづくり協議会事務局長 岸上隆昭 

熊野本宮語り部の会会長、観光カリスマ 坂本勲生

日本ウオーキング協会副会長、歩く観光振興アドバイ

 

始めさせていただきます。 

 本日は、近畿における、街

らっしゃる方々にお集まりいただいております。 

 ふだんより街道の魅力に関し特にご関心をお持ち

展望まで、活発なご意見が交わされることと思います。特に、まちづくりという今後の生活に密

着したお話ですので、皆様最後までぜひお聞きになってください。 

 それでは、本日パネルディスカッションにご出演いただきます方々

皆様の経歴につきましてはお手元のプログラムにも詳しく記載いたしております。 

【井戸】  改めまして、皆様こんにちは。 

 これからパネルディスカッション「街道から

思いますが、時間が予定より、現時点で２０分ぐらい押しているようでございまして、９０分ぐ

らいの予定で、大体５時４０分ぐらいに終わることを目標に進めさせていただきたいと思います。 

 近畿にはいろんな街道があり、今日ごらんいただきましたように、いろんな団体が活動されて

いるわけでございますが、実は、近畿の街道関係の組織がこうやって一堂に会して発表会をし、

交流をするというのは初めてのことでして、今日はほんとうに、非常に画期的な会なんです。特

に、大阪府さんを中心に、こちらの近畿街道・交流ネットワーク推進会議、これが去年の暮れに

できまして、１回目これをまずやろうということで、きょうに至ったわけでございます。ほんと

うに皆さんご苦労されたと思います。この場をおかりしまして感謝申し上げたいと思います。 

 今日は、そういうことで、街道に関連するまちづくりの皆さんの中から４方お越しいただきま

して、始めさせていただきたいと思っておりますが、まず最初に、１巡目といたしまして、現在

のご自身のご活動とかを自己紹介を含めて簡単に、５分ぐらいでお話をいただきたいと思ってお

ります。時間の関係がございますので、私はこういう、レッドカード、イエローカードじゃなく

て、黄色信号と赤信号でございますが、ぼちぼちまとめてくださいという、こういうのも準備し

ておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 では、まず、なら燈花会の会長朝廣佳子さん、観光カ

たします。 

【朝廣】  

 きょうご出演の皆様は街道のエキスパートばかりでいらっしゃる

道とはちょっと活動が離れるんですが、そういう意味でお役にたつかどうかわかりませんけれど

も、頑張ろうと思います。それと、もう１つ、きょうのプログラムの私の顔写真と実物がちょっ

と違うんですけれども、少し時間がたっておりますので、それもおわびをしておきます。（笑） 

 私は、仕事は情報誌の編集をしておりますが、まちづくりは、

２０代のときから青年会議所というまちづくり団体に入りまし

て、活動をさせていただいておりました。 

 ちょうど、１９９９年に理事長をさせてい

に、４０周年を記念しまして、カウントダウン２０００ｉｎＮ

ＡＲＡ という事業を奈良公園で行いました。このスライドの写

真ですが、１０００年越えの大晦日の夜、１９９９年から２０

００年に変わるときに、寒い中、あの上の若草山に１,０００登
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いただいておりました、なら燈花会が、こ

リアごとに特徴をつけておりまして、これは竹明かりのエリアと申します。 

で、実物は、また夏に見にいらしてください。 

ことで、企画から準備、そして協

辺のことについては、また後ほどお話をさせていただきたいと思っていますが、燈花会の

１３００年を迎えます。その２０１０年の半年間に世界中の方々、

ルをして行うとい

っと街道が出てまいりました

いえば、そのほかにモーニングウオーク・イン・奈良というのが今、奈良で

います。 

家のテレビで見ていたんですけれども、奈良でこういう

とを若い人が

いては、また

っているんですが、１,０００人の人文字をかいて、ふもとでは１,０００人の音楽隊の皆さんが

歌を歌うといったような事業を、世界６５カ国にテレビ中継をしていただきました。 

 今のところにもあったんですけれども、私がさせて

ちらのスライドになります。なら燈花会と申しますのは、同じく１９９９年の夏に始めた、新し

い奈良の夏のお祭です。これは奈良公園一帯を会場にいたしまして、８月６日から１５日までの

１０日間、夜７時から１０時前まで毎晩、約１万数千個のろうそくの明かりを演出すると、そう

いった内容です。 

 これは各会場、エ

 これが浮身堂と鷺池のエリアでございます。 

 時間を考えてちょっとしか持ってこなかったの

 この祭なんですけれども、新しい祭なんですけれども、奈良の夜の風景に非常に溶け込んで、

何か皆さん、ずっと昔からあったように思っていただいて、初年度、９９年は１７万人の方にお

越しいただきまして、６年目に、過去最多の７０万４,０００人。昨年はちょっと天候の関係で、

６０万人というお客様にお越しいただくまでになりました。 

 さらに、この燈花会の特徴が、市民が運営をしているという

賛金集め、また期間中のすべての運営からすべて、燈花会の会は市民が行っているというもので

す。 

 その

会長を６年間させていただいた後に、一昨年でおりまして、その後、今は奈良遷都祭というイベ

ントの準備をしております。 

 奈良は２０１０年に平城遷都

もちろん国内の方々もお呼びして平城京ルネッサンスに浸っていただこうといった計画が進んで

いるんですけれども、私がさせていただくのはもっと小さい規模なんですが、奈良市が毎年、奈

良遷都祭というのを続けておりまして、一昨年まで市が直接やっていたんですけれども、民間の

有志に委ねようということで、私どもがかかわらせていただいております。 

 今のところ、４月２７、２８日の夜と、２９、３０日の４日間、リニューア

うものです。場所が、ちょうど今平城京のところに第１次大極殿の復元工事を行っているんです

けれども、その前のところを会場に使わせていただく予定です。 

 その中の１つに、街道を歩くというイベントを行う予定で――や

んですけれども――飛鳥から藤原京を通って平城京まで、約３０キロの道のりを歩く。この３０

キロなんですが、３０キロを歩くというよりも２００年ウオークという名前をつけさせていただ

いています。飛鳥京、藤原京、平城京という、この３つの都が移った２００年の時代を歩いてい

こうというような、そんな、わくわくした気持ちで歩いていただきたいなと。今５０年歩いたな、

やっと１２０年ぐらいになったなとか、歩きながら、そんな思いで時間を感じていただければな

と思っています。 

 また、ウオークと

立ち上がっていまして、夜の次は朝と。奈良の朝を今度は売り込んでいこうということで、そう

いったことも皆さんと一緒にさせていただいています。 

 とりあえずは以上です。 

【井戸】  ありがとうござ

 私は、２０００年のカウントダウンは

ことが起きるのはすごいというので感心いたしました。あれはだれがやったのということを聞き

ますと、ＪＣさん、青年会議所さんだということを聞きまし

て、すばらしいリーダーの方が出現したんだなと感心してお

りましたんですけど、それが朝廣さんです。 

 奈良みたいな古いまちで、こういう新しいこ

やるということに関して、ほんとうに画期的なことなんです

けど、難しいことでもあろうと思うんですね。何か、そうい

う点について、簡単にできたことは多分ないと思うんですけ

れども、一言ご紹介いただきたいんですが。 

【朝廣】  そうですね、運営の難しさ等につ
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後ほどお話しさせていただくとして、突然、なら燈花会というのがぽっと出てきたのではなく、

やっぱり私たちも、私が入っていた青年会議所、そのほかの青年団体と一緒に、その前に奈良祭

という祭を１０年間行っています。朱雀門の前で行ったんですけれども、奈良らしい観光客を呼

べる祭を目指していて、結局、奈良というのは古い伝統文化、あるいは社寺があって、そういっ

たところに勝てるといったら勝てるわけないんですけれども、違う切り口で持っていこうという

と非常に無理があって、その１０年間、いろんな新しいことをやってみて、結局うまくいかなか

ったんですね。 

 だけど、その運営があったからこそ、燈花会をその運営でなれていたメンバーがすんなり立ち

上げることができたと。その１０年間は決してむだではないんですが、だから、それがあったか

らこそ、ほんとうに奈良の人たちが奈良に何を求めているんだろうと。祭をどういうふうに位置

づけたらいいんだろうということをみんなと話し合いまして、それでこの燈花会が生まれたとい

うことです。 

【井戸】  なるほど。ありがとうございました。 

 続いては、次に岸上さんのほうにお願いをしたいと思います。 

 岸上さんは枚方宿まちづくり協議会の事務局長さんをされているということですが。 

【岸上】  ただいまご紹介いただきました、枚方宿地区まちづくり協議会事務局長をしており

ます岸上と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

 皆さん、枚方というと、やはり先ほども出ていましたけども、菊人形が一番、頭の中にあると

思うんです。残念ながら、昨年度の「義経」が最後で終わってしまいました。私も小さいときか

ら、枚方パークに行かんとあかんのやというような気持ちで毎回行っていましたので、非常に寂

しい気がします。財政的な面もあるというふうに聞いていますけども、実際、一番大きな問題は

後継者の問題だったんです。 

 簡単なように見えるんですけども、菊人形をつくるというのは、ものすごい熟練した技術が要

ります。一人前になるのに１０年、２０年かかるというようなことで、去年の「義経」のときも、

５人ぐらいの、もう７０代、８０代の方がされていたんですけども、中には、その期間中にも１

人亡くなったという形で、また減ってしまったと。後、続いてくるような技術者が育ってこなか

った、これが一番大きな原因だったと思います。それと、花火大会、くらわんか花火大会なんか

も、大阪の方やったらよくご存じだと思うんですけど、これも平成１５年に終わってしまいまし

た。 

 そんな中で、我々枚方市としたら、これから何を皆さんにアピールをしたらいいのかなという

ふうに考えたんです。そこで出てきたのが、先ほどから出ています東海道５７次、５６番目に枚

方宿があるやないかというようなことなんですよ。 

 神坂先生の話を聞いておりましても、参勤交代の話が出ていましたよね、ものすごいお金がか

かると。枚方宿というところも、和歌山の徳川、松平家が参勤交代のときに、和歌山を出発いた

しまして、まず１泊目は貝塚、その次に必ず枚方でお泊りになるということなんです。したがい

まして、枚方宿には神坂先生も言うてはりましたけども、本陣というところがあるんです。これ

はお殿様が泊まられるところなんですね。そして、また加賀のことが出てましたけども、松平家

というのはものすごいお金持ちですから、大名行列も３,０００名どころか４,０００名を超えた

ということなんです。枚方宿というのはわずか１.５キロぐらいのところなんですよ。そこに４,

０００名の大名行列が宿をとるということは、これはすごいことです。また、そのころというの

は、あんまり楽しみがないんですよね。したがいまして、その周りの村からたくさんの方がその

大名行列を見に集まってくるということで、それはそれは、ものすごい人で、活気のあった枚方

宿だというふうに聞いております。 

 ところが、現在見てみますと、その面影はほとんどなくなってしまっているんです。それより

も、街道に来られた方が言うてはったのは、何と車の数のほうが多いのと違うかと、そういう感

じになってしまいました。まだまだ、私が小学生のころにはたくさんの歴史的建造物も残ってい

ましたし、また古い町屋もありました。しかし、ほんとうに、もう中学ぐらいから大阪のベッド

タウンとして枚方も急激に発展しましたので、宿場町のところもさま変わりといいますか、マン

ションが建ったり、あるいは駐車場になってしまったり、非常に寂しい思いをしています。 

 我々はやっとそのときに気がついたんですよね。枚方宿というすばらしい持ち物を持っている

のに、それがこんな状態にまでなってしまった。でも、遅過ぎると言う方もあるのやけども、今
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何か我々がしなかったら、ほんとうに面影が全くなくなってしまうの違うかというふうに危機感

を抱きました。 

 そこで平成１２年にまちづくり協議会を立ち上げて、せめて、これからはしっかりとこの面影

を守っていこうやないかと、この町並みを残していこうやないかと。そして、また江戸時代のよ

うな活気のある、皆さんが楽しんでいただけるような、そんなまちづくりをしていこうというこ

とで今現在、頑張っております。 

 今見ていただいているのが枚方の宿場町の中で残っている、三十数軒残っているんですけど、

古い町屋の風景です。一番左上のほう、これは小野家といいまして、枚方宿の中でも一番東端に

位置しているんですけども、建築が大体江戸時代の末期、幕末のころやないかというふうに言わ

れております。現在も保存状況が非常によくて、これを見ていただいたら、ああ、枚方宿場町、

ほんとうに古い町やなと感じてもらえるのやないかと思います。 

 すぐ下のほうは、今現在も商売されています、手づくりのおみそを売り物にされています。名

前が菊人形みそと、先ほどの話ですね。菊人形からとったということで、今も非常にファンが多

いです。この間もＮＨＫでこのおみそのことを放送していました。普通でも忙しいのに、またい

ろんなところから注文が届いたというふうに聞いております。 

 こちらの手前のほうはオクノ家、下のほうはハダ家といいまして、この辺は古い町屋が残って

いたんですけども、修景補助という形で建てかえられる、あるいは改装されるときには街道にふ

さわしいような景観でお願いしたいということで、できた町屋でございます。 

 総会と役員会の風景です。これは去年ですけれども、総会の後に、立命館大学の高田教授に来

ていただきましてパネルディスカッション、「枚方宿の魅力発信」というテーマで行いました。役

員会のほうは年４回ぐらい行っております。 

 我々も勉強する必要があるということで、必ず１年に１回か２回、まちづくりが進んでいる地

域の訪問をいたしております。関宿と近江八幡の風景の写真が映っておりますけども、我々とし

たらできるだけ、単に訪れるだけじゃなしに、そのまちづくりをされている地域のリーダー方と

話し合う機会を必ず持つようにしております。 

 それと、一番問題は、我々地域でいろいろな行事をやったりして頑張っているんですけども、

それをいかに地域の方々に知っていただくか、これが非常に難しいんですね。ともすれば、やっ

ている者だけで終わってしまう、それではいかんということで、我々の活動を細かく地域の皆様

方に知っていただくという形で「まちづくりニュース」の発行を行っております。 

 というような形で日ごろ活動しているんですけども、先ほどから街道ということが出ているん

ですけども、ほんとうに我々はいいものを持っていると思うんです。ただ、それをどのように皆

さん方にアピールしたらいいか、これがほんとうに、これから我々も一生懸命考えていかないか

んなというふうに考えております。 

【井戸】  岸上さん、１つ質問をさせてください。 

 先進地視察の状況が出ておりましたけども、やっぱり、この地域づくりリーダーの方同士がい

ろんなところに行って、お互いに学び合うというのはものすごく大事なことだと思うんですけど

も、行かれたときに何か感じられたこととか、勉強になったこととかがあったら、少しだけご紹

介いただきたいんですけれども。 

【岸上】  そうですね、例えば、我々が訪問するところで、枚方宿に比べたらずっと江戸時代

とか明治時代初期とかの歴史的建築物が残っているところがたくさんあるんですよ。ところが、

地元の人と話をしますと、残っていることは残っているんですけども、まち自体があまり活性化

されていないというようなことをお聞きするんですね。 

 あんまり例を出したらいかんのかもしれませんけども、関なんかもすばらしい町並みです。古

いものがいっぱい残っています。私も、こんなすばらしいまちはないと思うんですけども、とこ

ろが、平日であったためかもしれませんけども、人がほとんどいてないんですよ。買い物とかで

日常生活されている方も見えない。その点を私は質問したことがあるんですね、皆さんどうされ

ているんですかと。いや、ここはちょっと生活しにくいから違うところで生活していますと。あ

るいは、ここは晩に泊まりに来るだけですとか、何か、生活のにおいが消えてしまっているんで

す。 

 反対に、長浜とかに行きますと、今度は商業ばっかりが目についてしまうんですね。いかにも

――こういう言い方をしたら失礼かな――お金もうけと言うたらおかしいんですけども、たくさ



んの観光客に来てもらって商売が繁盛して、それでもうかったら、また地域に還元していろんな

ものをつくってというようなところと、２つに分かれてしまうと思うんですね。 

 それを見て、枚方宿は一体どうなんやろうなと。そんなに自慢できるほど古いものが残ってい

るわけでもない、かと言うて、商業で訴えるものもない。その中で我々がこれから考えていかな

いかんのは、やはり我々の地域にしかない固有資産、それを発掘していくことということを今感

じています。 

【井戸】  多分、あれでしょうね。地域の数だけ、どっちの方向を目指すのかというような答

えがあるんでしょうね。 

【岸上】  そういうことだと思います。 

【井戸】  ありがとうございました。 

 枚方宿地区まちづくり協議会の岸上事務局長さんでした。 

 それでは、大先輩、お願いしたいと思います。 

 熊野本宮語り部の会会長、観光カリスマでもいらっしゃいます、坂本勲生さんです。 

 どうぞ、よろしくお願いいたします。 

【坂本】  私たちの取り組みなんですけれども、これを

見ていただいたらおわかりのように、この緑の服を着てい

るのが熊野本宮町の語り部です。このようにお客さんに古

道を案内しながらいろいろとお話をする、そういう活動を

やっているわけなんですね。 

 ここに６つの王子が出てきておるんですが、普通私たち

が案内しておりますのは、左上から２番目の発心門王子か

ら湯の峰王子へかけての５つを案内しておるんですが、そ

れぞれに歴史があるわけです。この中にいろんな文化遺産

が残されている。そういうものを古くは平安時代からの日

記等を利用して、当時にはこういうふうなお参りの仕方をしましたよというような案内をしなが

ら歩くというのが大体、私たちの仕事なんです。 

 ただ、それだけでないしに――左下のほうを見てください。木に注連縄が張っております。こ

れは実は、発心門王子のすぐ近くにある山の神なんですね。江戸時代からずっと続いている、地

域の山の神。ここには、いまだに、その当時からの伝統が残されておるわけなんです。実は、こ

の前の白い棒ですね、これは削り花と言われているんです。今は削り花ができる地域はわりと少

なくて、ここだけは山の神があるときには削り花ができるんです。山の神というのは女の神様や

ということは皆さんご存じだと思うんです。よく男の方たちが「うちの山の神は」と言って、奥

さんのことをおっしゃる。女の神様であると言われます。ですから、女の神様が喜ぶものを供え

るというのが昔からのしきたりでありました。 

 だから、魚なんかは、あんまりきれいな魚は上げないんです。山の神様が自分より美しいもの、

姿のいいものを上げられると、怒って災いを及ぼしてはいけないということから、何を上げるか

というたら、おいしいけれども不細工な魚、オコゼを上げる。これが数年前までここではやられ

ておったようですね。ですが、最近はオコゼも手に入りにくくなって、この削り花だけになった。

この削り花というのは、男性のシンボルを芸術化したものなんです。行って見てもらったら、す

ばらしいものですよ。 

 こういうふうなお話。古道の中にはそういう歴史的なものとか、あるいは文化財的なもの以外

に、文化的景観と言われている自然と、地域の人々が長い年月をかけてつくり出していった景観、

景色があるんだということですね。そういうものを中へ入れながら歩きます。 

 この右手の写真は、左にある石碑が発心門地域を江戸時代に開発した方の称徳碑。それから右

が、私はよく助産婦ですよと説明するんですが、子安地蔵さんなんです。江戸時代から、地域の

人々は妊娠しますとここへお参りして、安産を願うと。今でもこれが使われているんだという形

で、いわゆる民間信仰、古道沿いにはそういうお医者さんに関するものがいっぱいあるわけなん

です。歯痛の地蔵さん、あるいは整形外科に当たる腰痛の地蔵さん、そういうものなんかがあり

ますが、そういうものも皆さんにわかっていただくように説明する。古道は総合病院ですという

ようなお話もさせてもらったりしております。 

 大体毎日、だれかが歩いておるんですけれども、地域の資源を何とか掘り起こしていくという
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形で、地域の資源についてお話をする。たとえば、日本ミツバチのたるが座っておりましたら、

それをもとにして、これは中世のころからの地場産業なんですよというお話だとか、あるいは、

田畑に植わっております作物で、ここの特徴ある食べ物はこういうものですよと、これを地域の

人に語っていただくような橋渡しをする、これも語り部の１つの仕事だと思っております。 

 そして、歩いておりますと、とにかく日々変わっていく自然の様子がよくわかるわけなんです。

もうじき何々という草が花を開かせますよ、山野草が花を開かせますよ、あるいは、山にはこう

いう花が開いてきますよというようなことを観光協会へお話をして、観光協会からそれをお客さ

ん方に発信してもらうような取り組み、そういうこともやっておりますし、それと同時に、自然

のすばらしさと同時に、ここを歩くことが健康のために非常によろしいんですよということ、歩

き方を皆さんに発信する。 

 和歌山県では古道と健康という形で、一昨年から昨年へかけて、古道を中心にお医者さんとと

もに歩いていく調査をしているわけなんです。その中でわかったこととしては、まず、古道は非

常に紫外線が少ないということ。普通のところの５０分のの１であるということがはっきりわか

ってきたんですね。それから、ここを歩くことによって、成人病のもとになるという体脂肪を減

らすということが明らかになった。次に、足の筋肉が鍛えられる、特に大腿部の裏側の筋肉を鍛

えることができるということがはっきりしてきたと。それと、ストレスが解消されるということ。

そして、前頭葉を活発化するということ、それと同時に、病気に対する免疫力が高まる。そうい

ういい面がたくさん出てきたわけなんですね。 

 それを多くの方々に発信して、そしてまず、本宮へ来て歩いていただこうというような取り組

みが、今、行われておるんですね。本宮町の役場内に――元の役場で、今は行政局と呼んでおる

んですが――熊野で健康ラボという部屋をこしらえまして、そこから発信していくというような

試みを今、しているということなんです。 

【井戸】  ありがとうございます。 

 坂本さんは校長先生から町史の編纂室に行かれて、そして文化財の委員をされて、そして現在

に至るということでございますので、ほんとうにいろんなご経験、知識を含めてお持ちでいらっ

しゃいまして、そういう意味では、ほんとうにすばらしい、地域の資源の掘り起こしをされてい

るなと感心いたしました。 

 １つご質問させていただきたいんですが、最後に、歩くと健康になるというお話がありました。

これは当然、足が強くなるとか、ストレス解消とかがあるんですけれども、熊野古道独特のご利

益があるのは、やっぱり紫外線の問題なんかは熊野古道の。 

【坂本】  それと、もう１つは、適当なアップダウンがあるということ。これも、古道である

からということが言えると思うんですね。 

 実は、一昨年の健康調査のときに、和歌山市周辺の平地をずっと歩く方と、熊野古道を歩く方

を選んで、両方を１カ月余りやったわけなんです。その中でこういうことがはっきり出てきてい

るわけなんですね。ですから、確かに、健康にはいいんじゃないかと思います。私は今７８歳な

んですけど、今でも多いときには１０キロ、少なくて７キロ、最も多くなると十二、三キロ案内

するということをやっているわけなんです。自分らの年齢の人が語り部の中には何人か入ってい

るわけなんですね。 

【井戸】  資源の掘り起こしから科学、スポーツまでの坂本さんでいらっしゃいました。どう

もありがとうございました。 

 では、４方目でございます。歩くということが随分お話に出てまいりましたが、村山友宏さん、

日本ウオーキング協会の副会長であり、かつ歩く観光振興アドバイザーという肩書きもお持ちで

ございます。 

 村山さん、外部の目から見た関西ということも含めて、お願いいたします。 

 

 

【村山】  外部とおっしゃいましたが、私も関西人でございまして、神戸で生まれて姫路の奥

で育った者でございます、東京から来ましたけれども。                 

 街道という言葉、私も皆さんと同じように大好きでありまして、街道というのは何といういい

響きの言葉でしょうか。そして、また激しい郷愁を呼び起こす言葉だと思うんですね。きょうの

タイトルで、私は「街道から」の間に「歩き」という言葉を入れました。街道歩きから始まるま



ちづくりと。 

 これは街道を歩いていて、たまたま四国遍路道の２０番札所の途中で道草をしていたときに、

石垣にあったものを見つけて撮ったものでありまして、

これは何という花でしょうかと言ったら、地元の人はほ

とんど名前がわからなかったんですが、皆さん、おわか

りの方いらっしゃいますか。何人かいらっしゃいますね。 

 これはフユサンゴ、あるいはマルサンゴといいます。

サンゴの実のようになっていますけど、これは車で通っ

ているとわからない、地元の方はほとんど車で通過して

いますから、なかなかわからなかったんですが、やっぱ

り歩いていないと、こういうのがわからないという例で

挙げております。 

 私は街道歩きをこれからどんどんやっていきたいんですが、私にとって街道というのは美しい

女性かなと、魔性を秘めた女性かなと思っておりまして、入れあげたら、なかなかやめられない、

何か人生を間違うんじゃないかと思うぐらいに大変奥深いものを感じております。 

 活動紹介ということですが、これは２００１年に五街道、正確に言うと天満宿駅の制というの

があるんですが、それのちょうど４００年を期したときに、街道を通じた地域づくりのリーダー

が長崎に集まりまして、２００２年に東京日本橋で全国街道交流会議を発足させました。このと

きの立ち上げの仕掛け人が、きょう会場においでになっていますけど、コガさん、ちょっと立ち

上がってください。いらっしゃいませんか、先ほどいらっしゃったみたいなんですけどね。 

 これは、そういう形で長崎から始まっておりますが、発足は日本橋で始まりました。街道から

の日本ルネッサンスということを標榜しながら、山口県の萩、東京日比谷公会堂、静岡、山形、

愛媛、それぞれで全国大会を開催いたしました。そして、この地方大会もたくさん行われており

まして、そちらと連携をいたしております。 

 こちらにポスターがたくさん並んでおりますが、この後、各地でたくさんのものが行われてい

るんですが、この一例でございます。 

 次回全国大会は、今年の１１月２４日、２５日に飛騨高山で行われます。 

 この全国街道交流会議は、今ＮＰＯを申請中でありまして、この街道交流会議は大きく３つの

役割を持っているわけであります。１つ目は、街道の連携・交流、そういう活動のネットワーク

センターでありたいと。２つ目は、街道にかかわるまちづくりへのサポートセンターでありたい。

３つ目は、街道文化全体のプロモーションセンターでありたいと、これが掲げている３つの役割

であります。 

 私どもは街道にかかわる４つの大きなテーマを掲げております。街道おこしの４大テーマと書

いておりますが、１つは、街道のコミュニティー形成機能、そして、街道が昔は生活の舞台であ

ったと、そういう生活舞台性を取り戻そうと。もう１つは、街道の交流・連携の機能を高める。

３つ目は、いわゆるふるさとの再発見あるいは再認識、そういったことを促してくれる街道であ

ると。最後は、街道を守り、維持していく活動、アドプトとか道守とか、たくさんございますが、

そういったことを育て、そしてまた、街道を歩くという楽しむ活動を充実させたいと、このよう

な４つの役割をテーマ化していたわけでございます。 

 もう１つの活動がございまして、私はウォーキング運動を三十数年来やっておる関係で、街道

とウォーキングが今リンクしております。人も社会も元気にすると書いております。ほんとうに

そのような時代になってまいりました。単に健康づくりだけではとどまらないという意味であり

ます。 

 これは内閣府の世論調査のグラフでございますが、２０年間ウォーキングだけが、あらゆるス

ポーツの中で右肩上がりでございまして、二十数年前は１０％台だったのが、今は４０％台とい

うふうになっておりまして、ものすごい数字で、一体これはどこまで行くのかなというのが恐ろ

しい数字でございます。 

 男女別に見ますと、５０代の女性の６０％が圧倒的に、ウォーキングをしたいという、ほんと

うに驚くべき数字が出ております。 

 どのように、そういった効用があるかということを大きく分けますと、５つの形であらわすこ

とができます。中心は健康づくりであります。もう１つは、観光に効くということで、歩くとい
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うことを通じてほんとうの観光のよさがわかってくる、地域のことがわかってくると。それから、

教育というのは、子供たちが今、生きる力を失っておりますけれども、子供たちが歩くというこ

とによって、本来の人間性を取り戻す、そういった意味で教育に効くわけであります。それから、

環境に効くというのは、歩くことによって自然を愛する気持ちがわいてくる、そして車を控える

ことによって地球温暖化の抑制に役立つ。それから、もう１つあるのは、世代間の交流、地域交

流、国際交流、いろんな人々との触れ合いということであります。 

 全国大会がたくさんございますけれども、これはウオーカーたちが全国で交流する１つの仕掛

けになっております。年間、これに大体２００万人の参加者があります。これらの人々が常に日

本中を歩き回っておるわけであります。 

 さらに、国際交流が盛んになってまいりました。世界のウォーキング大国はイギリス、ドイツ、

オランダであります。中でも、オランダは最も古い歴史を持っておりまして、ここにいるのはイ

ギリスのスコットランドヤード、警視庁の方が来ているんですけれども、このように、国際大会

として、だんだん華やかになってまいりました。 

 これはロビーにも展示されておりますように、私どもは国土交通省のご後援をいただきまして、

歩きたくなる道を全国で５００選びました。２,４２７件の応募の中から、実際にウオーカーがみ

ずから歩いて選んだものであります。これは、市販される本に出ておりますけれども、ロビーに

もあったんですが、すぐ売り切れになってしまったようでございます。 

 これはその一部で、近畿で実際に選ばれた道をマップの上に落としたものでありますが、ちょ

っと字が小さ過ぎて見えませんけれども、こんなにあるというイメージだけをおつかみただけれ

ばいいと思います。 

 これは、和歌山、三重が入っていますね。こういうふうに、重立った歩きたくなる道が選ばれ

ているわけであります。 

 これを使って、今、全国の５００の道を連続して歩いていこうというイベントがこの１月から

始まっておりまして、約５年間ぐらいかけまして、全国の５００の道を歩いていくという運動を

始めております。 

 ご当地、この近畿では、近畿本部というのがございまして、活発に活動いたしております。 

 ここにありますのは大和まほろばの道の大会の事例として、ポスターが上がっているんですが、

ほかに、先ほどの熊野古道ウオーク、これは十数年前からやっております。それから比叡山ウオ

ーク、高野山ウオーク、それから、最近は堺でツーデーマーチというのを始めております。兵庫

県では加古川でツーデーマーチとか、近畿地方では大変ウォーキング大会が盛んになっておりま

す。 

 そこで私どもは、もう１つ新しいウォーキング大会があるということで、大集団で歩く大会で

はなくて、１０人か２０人ぐらいの少人数で歩くエコウオークというのを提唱しておりまして、

これを全国的にまた展開しようと思っております。極めて少人数で学習型、そして環境をじっく

りと楽しむといった動きをエコウオークと呼んでおります。こういったことが、今私どもの１つ

であります。 

 最後の１つですが、これはお知らせになりますが、今度４月からＮＨＫのＢＳハイビジョンで、

歴史街道の旅、何々街道てくてく旅というのが、これから約３年間にわたって連続、土曜日曜を

除いた毎日１５分、放送されます。まず、東海道が４月３日からスタートいたしまして、９月に

山陽道ということで、８月中には御堂筋にこのウオーカーが集まりまして、山陽道ウオークを始

めると、大変大仕掛けなものでございますけれども、こういった大型のテレビ番組が始まってお

りまして、私どもがその先導というか、中身をお手伝いしているわけでございます。 

 大体そんなところでございます。 

【井戸】  ありがとうございます。 

 全国街道交流会議、それと日本ウオーキング協会のご活動をご紹介いただきましたけれども、

全国街道交流会議にご関心を持たれていらっしゃる団体の方もここにいらっしゃると思うんです

けれども、これはどんなふうにすれば入会できるのかとか、入会資格はどうなっているのかとか、

僕もほんとうは関西の幹事なので知っているんですけども、皆さんに一度ご紹介いただけました

らありがたいんですが。 

【村山】  井戸さんからお答えをいただいたほうがいいんですけど。理事をされていて、最も

街道運動のベテランでいらっしゃいますから。 
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 交流会議の入会資格というのは特にございません。だれでも入れることになっておりますから、

会費だけ出していただければ、あとは入れるということになっております。団体であろうと個人

であろうと、大いに歓迎いたします。プロ、アマ、全く関係ありません。行政の団体も入ってお

りますが、行政と一般の市民、それも全く関ございません。これからいろいろと皆さんにお呼び

かけをしていこうと思っております。 

【井戸】  ありがとうございました。村山さんでいらっしゃいました。 

 ここまで、ようやく一巡させていただいたんですが、時間がやはり、大分オーバーになってい

るんですけども、これまでのお話、また、ここまでの第２部の各団体のご発表等を含めまして、

非常に多くの団体の方、また個人の方が街道にかかわること、ウオークにかかわること、まちづ

くりにかかわること、いろんな動きが生まれてき、また発展してきているというように思います。 

 地域の交流もこういうもの、あるいは全国街道交流会議、いろんなものを通して活発になって

きているというふうに思いまして、前途は非常に明るいなと思うわけなんですが、しかし、恐ら

く、活動の中のうまくいった部分はばかりではないと思います。そういう意味では、現地の方々、

また現場の方々にしかわからないようなご苦労とか、あるいは問題点とか、工夫されて乗り越え

られた点とか、いろんなものがあろうかと思いますので、そういう点につきまして２巡目にご報

告をいただきたいと思います。 

 まず、今度は村山さんのほうからお願いできますか。 

【村山】  わかりました。 

 じゃ、第２部というところでお願いします。 

 第２部は、一応、街道運動をやっている立場から、どういう課題を抱えているか、そして、ど

ういうふうな工夫をしているかということについてご説明申し上げたいと思います。 

 これは英語で書いてございますけども、これは道と置きかえてもらってもいいんですが、街道

というものの運動をする場合に、こういうことを基本的に考えたいということでありまして、申

しわけありません、なれない英語が入っていますが、エクイティーと言います。これはアメリカ

の連邦法でエクイティーというのは、道路行政の中で大変重要な言葉になっております。一言で

言いますと、道というのは利用者にすべて公平に使われるべきである。車だけが占有するのは、

やはり原則に反するという基本思想でありまして、道路は自転車も歩行者も車も、そして公共交

通機関も、すべてのものが全くバランスよく公平にそれは利用されるべきであるという思想から

生まれている、これは法律になっているものですけれども、日本でもそれが見直されつつありま

して、車の道だけではなくて、人優先の道が今、始まりつつあるわけであります。 

 それから、エコロジー、これは言うまでもありません、環境に対する配慮。それからシーニッ

ク、これは景観がいいという意味ですけれども、街道景観が今、景観法に基づいて大変大きな課

題になっております。４つ目は、ご存じ、スローフードから始まりました、スローというはやり

言葉でございますけれども、私どもはこれをスローツーリズムと言って、ゆっくりと歩いて見回

る。 

 私どもは観光というスタイルは、基本的に１８０度変えなきゃならないと思っています。今ま

での観光というのは、簡単に言いますと、駆け走る観光でしたね。ひたすら走り回る観光。それ

から、我々はやっぱり歩いて、ゆっくり、じっくり、そして浸る観光というのがこれから求めら

れるわけで、滞在という言葉に直してもいいんですが、どちらかといえば、車で回ってどこかで

どんちゃん騒ぎをするというスタイルから、じっくりと見て回り、そして、その環境、風景に浸

るという、そういう浸る観光がスローのツーリズムであります。 

 それか５つ目はセーブ、これは街道文化遺産が今、滅びようとし、ほとんどなくなりつつある

わけですけれども、これを救わなきゃなりません。これはセーブエナジーとか、省エネで使われ

る言葉ですが、街道を救うという基本的で重要な課題があると思います。これについては、提案

を後で申し上げます。 

 ウオーカーの立場から言いますと、街道を歩くときにどうしても必要なのは休憩所なんですね、

簡単な休憩所。新たにつくる必要がなくて、ここはお休みどころとしてご利用くださいという、

いすがあるだけでもいいわけです。あるいは既存のお店を、どうぞお休みくださいと言うだけで

もいいんです。これを今、全国に２,０１０駅つくろうと考えております。自動車道には道の駅が

既に８３０ございますけれども、やっぱり、それよりも多く必要なわけでありまして、その道の

駅から車をおりて、その地域に歩いて旅を楽しむ。そういう道の駅につながる、歩く道の駅をつ
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くろうというふうに考えているんです。これはほとんどお金がかからないということで、いろん

な首長さんに話しますと、すぐやりましょうとおっしゃっていただいておりますので、そのうち

に全国化するだろうと思っております。 

 これは熊野古道の中辺路のところの茶屋ですね。すばらしいですね。こういうのが、ほんとう

の歩く道の駅だと思います。 

 これは東海道に実際にある歩く道の駅なんですが、外国人の方も必ず寄ってくれて、やっぱり

これが昔の東海道の姿よねと言って楽しんでくれるわけですね。美しい日本を旅する休みどころ

という形でこれを増やしていきたいと。 

 そして私どもは５００選の道を選びましたが、これはただ歩いて、さようならではなくて、み

ずから歩いた者の責任として道を維持し、そして育てていくという努力は当然要求されているわ

けでありまして、全国、九州、四国、そして関西、アドプトとか道守がどんどん広がっておりま

すけれども、私どもも歩く立場から、歩く道守というのを公募いたして、今ちょうど始めたばか

りであります。 

 下のは、腕章でございますけど、こういうことも始めているということで、遅まきながらこれ

に取り組んでおります。 

 これは大阪の事例で、一般の道守、道普請でやっている姿です。 

 これはスイスで見かけたものでございますが、街道景観という事例で取り上げました。要する

に、道守さんたちも一緒になって、街道を歩いていただく人に感銘を持ってもらおうと。何気な

いものでございますけれども、心が非常にここに出ているように思いますね。スイスならではと

言えばそうなんですけれども、日本だってこのような工夫ができるんじゃないかと思っておりま

す。 

 最後ですが、街道文化遺産。これを選定することによって、その消失を防止しようと。世界遺

産も、消失を防止するということが１つの大きな目的でございました。 

 というように、私は日本の街道文化は、ほんとうに大切な文化だと思っておりますけれども、

それがだんだんなくなりつつある。これはぜひ選定すると同時に、大変な危機にあるというもの

については危機遺産という形ではっきりと指定をして、それを行政と民間が一体となってこれを

守るという努力の大きな目印にするべきだろうというふうに思っております。 

 ここでは簡単に例を挙げただけですが、こういうものは幾らでもあるわけですね。それから、

目に見えない各ソフトの資料も含めて、街道遺産を守る運動を起こすべきだろうと思っておりま

す。 

 それから、街道文化財ウィークの実施をしたいというのは、各地でそういった、文化財を実際

に自分の目で見て回って、自分の地域にどんな宝があるかということを知る作業がまず第一歩だ

ろうと思います。ということで、このまち、この街道にはどういう文化財があるのかということ

を、みずから歩いて回る、子供たちと一緒に歩いて回る。そのことによって、こういう運動が始

まるかと思っております。 

 これが第２部の部分でございます。 

【井戸】  ありがとうございました。 

 ２つのＥ、３つのＳということで非常にわかりやすくまとめていただきました。また、歩く道

守とか歩く道の駅、いろいろなアイデアをこれからやっていこうとされているということで、非

常におもしろいご発表だったと思うんですけれども、さっき奈良の絵のポスターなんかも出まし

たけども、朝廣さん、何かご質問とかあったら。 

【朝廣】  先ほどの大和路ツーデーウオーク、たしかゴールが平城宮跡で、私もウォーキング

シューズを買って、参加しようと思っていたんですが、残念ながら参加できなかったんですけれ

ども、あの道は私たちが計画している道の１つでもあって、実際に歩かれた方たちがどのような

感想を持たれたのかなと。奈良って、もっと風情があると思ったのに――確かに、柳生街道とか

吉野だったら大峯奥駆とか、そういうところは自然の中を歩くんですけども、あのツーデーウオ

ークで歩いていただいた道というのは、町中を歩いていると思うんですね。そういう意味で、も

っとこういう工夫をしたほうがいいんじゃないかとか、何かあれば、ぜひ教えていただきたいな

と思います。 

【村山】  私が歩いたコースは、今おっしゃるように、確かに町の中が多かったので、風情は

やや少なかったかと思いますけど、それでもやはり、道の角々、辻々を見ると、そこにある石仏
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だとか、小さなしるべ、そういったものを見ると、思わず、ここに古い歴史があったなというこ

とを感じるんですね。そういうものをもう少し、歩いている人がわかるような表示というか、ま

たは解説員といいますか、そういうものが目立ち過ぎるとだめなんですけど、そういうものがあ

ると、やっぱり興味がそそられるなと。だから、道をきれいに整備する必要はなくて、そういっ

た案内のシステム、案内のソフトを充実すれば、もっともっといろんな人が楽しめるかなという

気がいたします。 

 あまりにもたくさんのコースがあるので、まだ十分見ておりませんけれども、私の歩いたとこ

ろは、もう少し道案内のシステムがあればなという感じがいたしました。 

【朝廣】  ありがとうございました。 

【井戸】  ありがとうございます。 

 では、次に坂本さん、お願いしたいと思います。世界遺産登録もされまして、いろんなご苦労

もあったかとも思いますし、そういう中で工夫されていること、また今後の課題に思っていらっ

しゃる点など、お願いいたします。 

【坂本】  それでは、今私たちが工夫していること、そして課題だと思っていることについて

申し上げてみたいと思います。 

 ここは、自分たちの研修会の様子を見ていただいたらと思うんですが、左上の一番最初が、こ

れは花の研修会なんです。先ほどのお話もありましたが、歩かれる方が５０歳以上の女の方が６

０％以上、熊野古道も同じことなんですね。退職された方で、時間と経済的な余裕のある方が結

構歩きに来られるわけなんですが、ですから、花に対しては非常に注目されるわけなんです。そ

こで、自分たちももっともっと勉強しようということで、研修している一こまです。 

 次が、新人語り部へのアドバイスというふうな形になっておりますが、新人語り部といいます

と、何回か研修をして、自分でもう一人前に歩けますよというふうになった人たちには、私たち

の会の役員が同行して、各場所で、その人なりにお話をしてもらうわけなんですね。そして合格

すれば、もう一人前でやってもらってよろしいという形をとっているんですが、一遍ではなかな

かそうはいかないということが多くて、後また、しばらく研修してくださいという形で研修して

いただく。そういうシステムで、語り部になってもらっているということなんですね。 

 これは健康効果の話等をどこでやるんかというあたりで、森林浴を兼ねた古道沿いの山の中で

やるということをよくやっております。 

 それから、次のが部屋の中での学習会です。学習会は主に古文書、江戸時代の文章で、こんな

おもしろい記録があるような話だとか、あるいは先ほども触れました『ジュウユウ記』とか、藤

原定家の『熊野御幸記』、そういうものの学習をやって、それをどこで、どう使うかというあたり

の学習をこういう形でやっている。そうして、次は実地研修という形で王子へ行って、そういう

勉強をしてもらうと、そういうことをやっていくわけですね。 

 こういうふうにしながら、一応、何を養成していくということと、古道はほかの外道と少し違

いまして、いわゆる山道が古道になって、世界遺産に登録されております。だから、気象条件に

よって保全管理というのが非常に大変なんですね。例えば、台風が来たときなんかは、いわゆる

風倒木があちらこちらで出てくる。それを教育委員会の職員と、文化財保護委員会あたりが一つ

になって回っていって、後から全部、古道を調査してくる。そして、自分たちの手に負えるもの

は全部切ってくるんですが、そうでない場合は、森林組合の業者に任せるという形で保全してい

かなければならない。 

 それから、集中豪雨等があった場合、いわゆる表土が流れてしまって、浮石がいっぱい出てく

るわけなんです。そうすると、歩く方が非常に難儀する、場合によってはけがをされるというよ

うな中から、この道をどう保全するかということで、自分たちでやっておることをちょっと申し

上げます。 

 私たちは、そういう場所がすぐわかります。そして、これは、語り部が奉仕で土を入れている

ところです。それから企業、去年は積水ハイムですか、そこの会社に勤務されている方々が親子

で奉仕して土を入れてくれておりました。また、中学生もこれに参加してくれておるという形で、

多くの方々の奉仕によって、これを維持・保全していくための努力をしているということです。

ここらあたりが、今後、大きな課題になってくるだろうと。長い長い年月をかけて、後世へ伝え

ていくために、町としましては、道の周辺、右左５メートル以上ずつを買い入れて、そこらあた

りの景観をいいものにして残していこうと努力してくれておるわけなんですが、それを保全する
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ために自分らとしてはどういうことができるかということ。 

 地域の方の中には、今、ワガラヌイソシイまちづくりという形で１つのグループをこしらえて、

こういうことにどんどんと力をかしてくれると。まちづくりの一環として、こういうことへ手を

かしてくれる地域の方も今、出てきているということなんですね。 

 今、私たちが一番困っている状態というのは、この道を見ていただいたら、こういう道がかな

り多いんですが、これはどうでしょう。２,０００人とかの人がバスガイドさん１人が引率して、

５０人の人を歩かせていく。そういう車が２５台も続いてやってくるというようなことになった

ときに、こういう道をいっぱいになって歩かれるわけなんです。この道の両側には、今にも開き

そうな春の花とかがいっぱいあるわけなんです。それを、そういう形で歩かれる方は踏みにじっ

ていくわけなんですね。そして、花が台無しになる。 

 ある場合には、せっかく咲いておる見事なササユリをとって、自分の胸に誇らしげに差して歩

かれる。そういう方があったりして、非常に困っているわけなんです。語り部さんと一緒に歩く

方は、自分たちが土を持っていこうとしたら「私たちも持ちますよ」と言って一緒に持ってくれ

るぐらい、皆さん大事にしてくれますし、だれかが花をとろうとしたら、「だめだ、これはみんな

の花ですよ、写真でとるのはいいけれど」と言って、だれかが注意してくれるというような形で、

皆さん守ってくれるんですが、語り部がつかない観光客という方は、そういうふうな最低のマナ

ーも守っていただけないときがあるんですね。これが非常に困っている状態だということです。 

【井戸】  なるほど、ありがとうございました。 

 研修とか、道の保全に対する奉仕の問題等々、いろんなことを工夫されているということがよ

くわかりました。 

 それと、後半では、観光客あるいはウオーカーもそうかもしれませんが、マナーの問題をご指

摘になりましたけれども、これは村上さんを責めるわけではございませんが、村上さん、何か、

特にマナーアップみたいなことに関して感じていらっしゃること、取り組んでいらっしゃること

があったら。 

【村上】  おっしゃるように、私どもは歩きながら一番注意しなきゃならんことは、人間が活

動すれば、必ず環境を汚していくという存在であるということを自覚することだと。そうすると、

やはりウオーカーこそが最もマナーを守らなければいけない。空き缶を捨てる人がいっぱいいま

すけれども、我々はそれを拾って歩こうと言って、今、五街道クリーンウオークというのを国土

交通省さんからのご協力もありまして、五街道を歩いて、ごみを拾うということを徹底してやっ

ております。それをすることによって、もっとマナーが確立するだろう、そして、これを実際に

はエコウオークという運動の中でエコマナー、エコガイド、エコリーダー、そういう人たちがマ

ナーについて徹底的にやろうと。いろんなパンフレットで啓蒙活動を今やっております。でも、

まだまだ不十分だと思っております。 

【井戸】  ありがとうございます。 

 ちょっとお待たせしました、岸上さん、次にお願いしたいと思います。工夫されている点、ま

た今後の課題、お願いします。 

【岸上】  今お話を聞いていて、熊野さんなんかでも、たくさんの観光客が来られるという悩

みをおっしゃっています。我々にしたら、ほんとうはたくさんの方に来ていただきたいんですよ

ね。ところが、世界遺産になるようなものもありませんし、また先ほども話したように、枚方と

いうのは人口４０万を超えて、かなり大きいまちなんですね。また位置が、ちょうど奈良と京都

と大阪のど真ん中ということで、正直言うて、どこへでも気軽に出て行ける場所なんですよ。 

 したがいまして、今、我々が枚方宿というようなことを言いましても、まだまだ枚方市民に興

味を持っていただくところまでも行っていない段階であるんじゃないかなというふうに思うんで

す。とりあえず一遍、東海道５７次の５６番目の枚方宿へ来てくださいと皆さんに一生懸命お話

しせんと、ほんとうに興味を持っていただけないという現状なんです。 

 我々といたしましたら、協議会のほうでも、とりあえずまちのにぎわいを創出するために、平

成１４年に街道菊花祭の実行委員会というのを立ち上げました。そして、街道菊花祭をやること

によって、一遍枚方市民にも、この宿場町を覗いてもらおうやないかというふうな方向で、今、

話を進めております。 

 今見ていただいているのは、街道菊花祭の菊を展示している状況です。先ほど、うちの会長も

話をしていましたけども、枚方市内の小中学校で２００鉢ぐらい、いつも菊を育ててくれていま
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す。それを１０月下旬から１１月中旬にかけて、３週間の間、この街道のほうに持ってきていた

だきまして飾っているという形になっております。 

 下のほうに白いのが見えると思うんですけれども、これもまた我々の街道菊花祭りの１つのイ

ベントであります俳句。これを広く枚方市民の皆さんに興味を持っていただくということで、俳

句を募集しております。そして、参加していただいた俳句を、この菊の花に一つ一つつけて、街

道を歩いている皆さんに俳句も楽しんでいただこうという方向で進めております。 

 街道菊花祭の中で寄席もやっております。今写っておるのは、枚方市の職員さんです。ほとん

どアマチュアの方ばっかりなんですけども、レベルは非常に高くて、街道菊花祭で花を見にこら

れた方が、この街道寄席にちょっと寄って話を聞くのも楽しみにしていただいていると聞いてい

ます。アマチュアなんですけども、この会から桂小春団次さんとか、北野まことさん、それから

タージン、この辺が一生懸命皆さん方にお話ししておって、それで、だんだん腕を上げてプロと

してデビューしていったという話もございます。 

 そして、先ほど話した俳句大会ですね。ちょっと見ていただきたいんですが、これは俳句大会

の厳正な審査をしている状況の写真なんですけども、天井を見てもらったらわかるんですけど、

これも非常に古い建物なんです。枚方宿の中にあります鍵屋という、これも江戸時代末期から続

く、非常に有名な宿ですね。それの中で審査を行っている風景でございます。 

 そして、ほかにもいろんなイベントを行ったんです。枚方というのは、また学生の町でもござ

いまして、枚方市内に大学が６つあります。関西外大とか国際大学というふうに、世界のいろん

なところから留学生も呼んでいる大学もございます。その学生さんに話を聞いてみても、枚方市

駅周辺、そんなの聞いたことないというのがほとんどなんですね。いろんなところから通ってき

て、そのまま、また電車に乗って自分の家に帰っていく。したがいまして、枚方宿なんて全く知

らない。それも寂しい話なので、とりあえず、もっと興味をもってもらおうということで、例え

ば留学生を招きまして、着物を着ていただいて枚方宿を歩いていただく、あるいは人力車を借り

てきまして、それに乗って鍵屋まで行ってもらうとか、いろんなイベントを考えたんですけども、

まだまだ浸透するとことまではいきませんでした。 

 そこで、一遍ジャズでもやろうかという話が浮かんできたんです。それで、ジャズストリート

というのを立ち上げました。これは演奏会の風景なんですけども、枚方宿という街道沿いですべ

て行っています。１年目は６カ所で行ったんですけども、２年目はちょっと増やして９カ所と。

今年なんかは、もうちょっと増やしていこうと考えております。 

 すべて無料で、前回のときは佐藤さん、全国的に非常に有名なジャズピアニストなんですけれ

ども、その方にも来ていただいて、街道沿いの近くに、古いお寺が集まっている寺内町がござい

ます。その寺内町のお寺というのも、ほんとうに鎌倉時代、平安時代から続く由緒のあるお寺で

す。その境内を借りまして、今言うように佐藤さんとか海外から来られているようなジャズミュ

ージシャンにも来ていただきまして、今見ていただいたお寺、すぐわかりますね、非常に有名な

お寺なんですよ。そういうところでジャズの演奏会を行っております。プレーヤーの人に聞いて

も、これだけ古い、由緒のあるお寺で演奏したのは初めてですと。お寺を借りてジャズの演奏会

というのは心配していたんですけども、たくさんの方に喜んでいただいて、また、このジャズと

いう音楽はお寺に合うものですねと、また来年もこういう機会があればぜひ寄りますよというふ

うにお褒めをいただいております。 

 こういうふうに、今後、枚方宿としたら、このジャズストリート、今は６月のプレイベントと

して、ビッグバンドのジャズストリート、それと１１月の第１週の日曜日がジャズストリートの

本番という形で、年に２回進めておりますけども、もっとこういうふうな、枚方宿で気軽に音楽

を楽しめるところをつくってほしいという声もいただいていますので、できましたら今年あたり

は回数を増やして、より皆さん方に楽しんでいただく。そして、この枚方宿にとりあえず一遍足

を運んでもらって、いろんな古い建築物とかを見て、枚方宿のことをわかってください、東海道

５６番目の宿場町枚方ということをもっとご理解くださいというふうに今後もアピールを続けて

いきたいと考えております。 

【井戸】  ありがとうございます。 

 岸上さんは、世界遺産もありませんと言って謙遜されますけども、やっぱり都会ならではの工

夫を随分されていらっしゃるという意味では、ほんとうに感心いたしました。村山さんと岸上さ

んにお話しいただいたわけですけども、都会といわゆる山村というので、全然違いますけど、も



し坂本さんのほうで、岸上さんにアドバイスしてさしあげることとか、ご質問とかがもしありま

したらお願いしたいと思いますが。 

【坂本】  いわゆる街道を利用した何かのイベントという点で、僕はここで行われております

ジャズを利用したイベントですね、これなんか、すばらしいなというふうに思っているんですが、

本宮町でやっております古道を使ったイベントの中に、いわゆる昔の例に倣って、かごかきレー

スなんていう、かごを使って、担ぐ人、乗せる人という形で組をこしらえて、ある距離を移動す

ると。その間に幾つかの設問を設けて、それを全部何しながらやっていくというような、おもし

ろいことを企画して、それが年々多くの方が参加してくれるというような形になっているようで

す。 

 そういうふうな１つの、地域の人全体でそういうことを考えて、こんなことをやっていこうと

いう形をしていただくことが町おこしにつながっていっておるのかなというふうに思っているん

ですがね。 

【井戸】  ありがとうございます。 

 岸上さん、１つ質問ですけど、岸上さんのほうでは歴史の発掘とか、語り部とか、そういう方

面では、何か工夫されていることとかあるんですか。 

【岸上】  努力しているというよりも、わりに今、枚方というのは、そういう歴史的なブーム

なんですね。我々の枚方宿だけではなしに、樟葉のほうなんかでも、継体天皇のことでかなり興

味が高まってきています。そのほかの地域にでも、その地域に非常に密着した歴史的な掘り起こ

しというのは現在行われています。 

 今、語り部の話が出ましたけども、我々枚方宿の中でも、先ほどお話しした、江戸時代の古文

書がいろいろ出てきているんですよ。その中の一つ一つを探ってみると、非常におもしろい。我々

はそういう話を聞く機会が結構あったので、例えば宿場町で紀州の殿様が来られたときに、どう

いう食事をとられていたのやろうと。そうしたらしっかりと古文書に載っているんですね、記録

が残っているんですよ。今回来られた殿様が食べられたのは何々と何々と。また反対に、そのお

つきの方が、その殿様のうんちをチェックされて、その日の健康具合を、きょうは非常にご健康

であるとか、そういうこともすべて古文書に残っているんですよ。 

             

 だから、今、枚方市にも、そういうことを調べている先生

もおられますので、我々としたら、先ほど神坂先生も言うて

はりましたように、江戸時代の古文書というのは非常におも

しろいんですよ。だから、それを反対に発掘して、皆さん方

に提供して、我々の枚方宿の歴史というものを楽しんでいた

だければなというふうに考えております。      

【井戸】  ありがとうございます。 

 それでは、２巡目の最後ですが、朝廣さんのほうにお願い

したいと思います。 

 朝廣さんのところのイベントはほんとうにすごくて、７０万人の人を呼んでいらっしゃる。こ

れは観光効果、集客効果を含めて、いろんな意味で大成功のイベントと言えると思いますけども、

そういうものの裏話とかも含めて、工夫されている点を教えていただきたいと思います。 

【朝廣】  奈良はうらやましいな、いろんなものがたくさんあってとよく言われるんですけど

も、先ほども少しお話ししましたように、１００年、２００年続いて当たり前、お水取りなんか

は、今年で１,２５５回続いているわけですから、その中で新しい事業をいかに立ち上げるかとい

うことと、それから、やっぱり社寺が多いので、どうしても高齢者のイメージがあって、その立

ち上げのころというのは、若者が奈良でご飯もたべないような状況だったんですね。 

 じゃ、まちの人たちにいかに興味をもって祭りに参加してもらうかというようなことと、そう

いう悩みの中で、それをどう解決していこうかなと。もう１つは、奈良祭をやってうまくいかな

かったのが、青年団体だけでやっていたというところで、結局市民の方は一歩下がったところで

参加してもらっていたので、その辺の問題もクリアするために、まず運営を、だれでも入ってい

ただける会にして、１年目から、４会場で６,０００個をつけよう、１０日間やろうということで、

それを市民の皆さんに手伝っていただくことにしました。 

 その運営の仕方なんですけれども、当日サポーター、会員の方以外に、期間中１０日間お手伝
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いいただく方を募集しまして、５時にこういうふうに受け付けをします。その後、こういうポリ

プロピレンでできた燈花会オリジナルのカップをつくっているんですが、そこに３センチぐらい

水を入れます。 

 これ、シカが手伝っているわけじゃないんです。（笑）シカは水を飲んで、入れたそばから倒し

ていくんです。時間が来たら、ろうそくを入れて火をつけると。 

 そして、当日サポーターの皆さんには、消灯時間になったら、また火を消しに戻ってきていた

だきまして、全部片づけて、何もない状態にして１日が終わるということを毎年やっているんで

すね。 

 カップに水を入れて、チャッカマンで火をつけて、また片づけてというような非常に単純な作

業なんですけれども、つけている、すぐ横に観光客の皆さんがいらっしゃるので、やっているす

ぐ横で、皆さんたちが「きれいですね」とか「来てよかった」とか、「ボランティアの皆さんがさ

れているんですね、びっくりしました」、「ありがとう」という言葉をかけてくださる。そうする

と、やっぱり人間ってうれしいじゃないですか。それに、自分は１日サポーターをしに来たのに、

何か自分がこの祭をやっているんだよという気になってくるんですね、不思議なもので。そうい

う１人ずつが祭をつくっている当事者なんだという気持ちになっていただけるというところが、

広がってきたポイントかなというふうに思うんです。 

【井戸】  これは、火の数はどのぐらいあって、１日のボランティアはどれぐらいいらっしゃ

るんですか。 

【朝廣】  １年目が、１０日間で８００人ぐらいで非常に大変だったんですけど、そのときは

６,０００個ですね。今は１日１万２,０００から１万５,０００個をつけて、３００人ぐらいです

ね。 

 

 当日サポーターも、今は半数以上が奈良市外の方なんです。さらに数％は県外の方で、中には

観光を兼ねてボランティアをしに来るという、参加型の観光にもなっているというところがいい

のかなと。 

 それと、やってみたら、若い人たちが非常に参加してくださって、これでさらに何万個も火を

つけて、ろうそくなんかを並べて、ますますしんきくさいんじゃないかとか、最初の立ち上げの

ときに心配したりしていたんですけれども、若者のカップルが浴衣を着てやってきてくださると。

また、当日サポーターも簡単にできるので、こういう子供たち、幼児から高齢者まで、非常に世

代間が幅広くご参加いただいて、その辺で、燈花会をまず市民の皆さんで盛り上げていただくと

いうところはクリアできたかなと。 

 それと、もう１つ巻き込む課題だったのが、やっぱり地元です。周辺の社寺であったり、地元

商店街というのは、最初は何を一体するんだろうというような遠巻きに見ておられるところがあ

りましたし、実際に観光客がどんどん来ていただいていても、商店街は７時半に閉めちゃうんで

すね。毎年お願いに上がるんですけれども、それでも、要するに若い後継者がいなくて、うちは

年寄りだけでやっているからそんなに遅くまでできないとか、あけていてもお客さんが来ないか

らもうからないとか、そんなことで、最初はそれがすごく大変だったのと、それから、周辺社寺

からも、１００年以上続く伝統行事と燈花会を同じ時期にするというのはどうなのかというよう

なご意見もいただいたりして、その辺、厳しかったんです。 

 でも、ずっとお願いしてやっているうちに、奈良町という

自治会地域に、ちょっと古い町並みのところがあるんですけ

れども、そこの自治会の皆さんたちが、自分たちも自治会単

位で一緒にやりますよということでやってくださるように

なって、その後に、今度は東大寺さんが、じゃ、燈花会の期

間の２日間、夜間拝観をうちも実施しましょうと。興福寺さ

んもそうなっていただいて、５年目には東大寺、春日大社、

興福寺さん、その３つの世界遺産の社寺を会場にすることが

できたということで、今は周辺の商店街等も協力をしていた

だけるようになって、一緒にライトアップとかをしていただいています。 

【井戸】  ありがとうございました。 

 済みません、今、ちょうど本来の終了時間の５時半になりましたけども、非常におもしろいお
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話を聞けておりますので、もう１巡、最後に皆さん一言ずつお話しいただきたいと思っておりま

すが、先ほどの朝廣さんのお話に対して何かご質問ありましたらお願いしたいと思いますが。 

 岸上さん、いかがですか。 

【岸上】  朝廣さんにお聞きしたいんですけども、よく私は、まちづくりをされている方々に

いろいろ教えてもらっているんですけども、まちづくりは間違いなく人づくりですよと、これか

ら我々の後に続く後継者をどんどん育てていくことがまず大切ですよと。それから、もう１つ言

われるのは、まちづくりは、ちょっと汚い言葉かもしれませんけども、よそ者とばか者が絶対必

要やでと言われるんですよね。 

 ばか者というのは、それだけ熱中する人が必要ですよと、仕事をほっぽり出してでもまちづく

りに一生懸命になるような、そういう人が必要ですよと。よそ者というのは、早う言うたら、地

域の方だけでやっているまちづくりは、どうしても偏りがあると。だから、よそから来た人にこ

そ参加してもらわないかんのやというふうに聞いたんですね。 

 失礼なんですけど、朝廣さんの場合は、生まれ育ちが奈良というわけじゃないですよね。その

辺で何か苦労されたこととかあったら、お聞きしたいと思います。 

【朝廣】  私はその、よそ者でばか者でありますので。（笑） 

 でも、皆さんも多分そうだと思うんですけど、自分の地元に住んでいると、なかなか、じゃ、

地元を見直そうかというのは難しいと思うんですよ。私は岡山の倉敷からお嫁に来たんですが、

だから奈良って、こんな世界遺産のある――そのときはまだ世界遺産登録はされていなかったん

ですけども、修学旅行でしか来たことのないところに日常的に通えるなんて、お水取りなんて毎

日見に行けるわけですよ。東京の、好きな方からすると、すごい魅力だと思うんですが、そんな

幸せなことはないなと。だから、奈良でまちづくりをすることは私にとっては、すごい崇高なこ

とと自分で言ったら失礼ですけど、すごいすてきなことで、やっぱり地域の方じゃない、よそ者

の風、よそ者の目というのは客観的に見ることができるし、いいものばかり探そうと思うから、

絶対に耳を傾けるべきじゃないかなと思います。ばか者は皆さんもご一緒だと思いますけれども。

（笑） 

【井戸】  ありがとうございました。 

 それでは、最後のご発言をいただきたいと思っております。 

 予定をオーバーしておりますので、最後、全部で１０分ぐらいのイメージでお話をいただきた

いと思いますけれども、今まで、これまでのご活動、あるいはご苦労された点、工夫されている

点をご紹介をいただきましたけれども、最後には大きなご提案あるいはきょうの感想、または今

後の夢、そんなことについて一言ずつ語っていただきたいと思っております。 

 きょうの第２部に出られた下津ＤＨＣクラブのお話で、ドリーム、ホープ、チャレンジとあり

ましたが、ドリーム、ホープ、チャレンジ、いずれについてでも結構でございますので、一言ず

つ最後にご発言をいただきたいと思っております。 

 まず、岸上さんのほうから、よろしいですか。 

【岸上】  私は、そんなに大した夢とかということはあまり持っていないんです。ただ、今ま

でやってきたまちづくりを、今まではどちらかというと町屋等の修景の補助とか、そういうふう

な、わりに地味な活動をやってきたんです。イベントなんかも、とりあえず人に来てほしいとい

う形でやってまいりました。今後は、まち自身が活性化するような、そういう方法を考えていき

たいと思います。 

 我々のほうでは、町おこし部会という形でまちの活性化に、今、取り組んでおります。今後我々

が一番力を入れていきたいのは、町屋情報バンクというのを４月１日に設立いたしまして、これ

はまちを活性化するということで、先ほども説明しましたように、地域で空き地になってしまっ

たり、すばらしい町屋やねんけども、何も使用していないというようなのが結構あるんです。 

 これは、置いておくのはもったいない、やる気のある若い人とか、あるいは枚方市以外、大阪

に住んでいる方や京都に住んでいる方でも、何か自分の得意なこと、あるいはみんなと一緒にや

ってみたいこと、例えば陶芸をやってみたい、あるいは美術館を開いてみたい、いろんな夢をお

持ちだと思うんですよね。それをこの枚方宿へ持ってきたらどうかなと。地域の皆さんと一緒に

それを楽しんだらどうかなということで立ち上げたのが、この町屋情報バンクなんです。できる

だけ早い間に、その辺の情報をしっかりとってマッチングといいますか、結びつけていきたいな

というふうに考えております。 
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 今後の協議会活動の中で、我々はいろいろと話をさせてもらったんですけども、課題として一

番頭にありますのは、我々の活動の中で高齢化が進んできたということなんですね。先ほどの、

人づくりが非常に大切やということと同じで、我々の年代だけで固まって活動するというのは、

やはり限界があります。新しい考え方やエネルギーを次の世代の若い人たち、これに我々は期待

いたします。そういう形で、この町屋情報バンクなんかでも、どんどん若い人がこの枚方宿のほ

うに参加していただきたいと考えております。 

 我々のほうとしたら、今グランドプランというのを枚方宿の中でつくっています。このグラン

ドプランというのは、先ほど言いましたように商業の活性化も含めて、まち全体が明るい、住み

よい、また住んだ人が誇りに思えるようなまちづくり、これを進めていきたいというふうに思っ

ております。したがいまして、ジャズやいろんなアトリエをつくったり、大人塾、健康宿、いろ

んなことがありますけども、この中でとりあえず枚方宿を楽しんでもらおうやないかということ

を重点的に、今後とも進めていきたいと思います。 

 ４月１日、もし皆様方に興味がございましたら、ぜひ枚方の鍵屋のほうに足をお運びください。

皆さん方といろんな話をして、また枚方宿で何か皆さんと一緒に楽しめるような機会を必ずつく

っていきたいと思います。 

 どうもありがとうございました。 

【井戸】  ありがとうございます。 

 それでは、次に坂本さん、お願いできますか。 

【坂本】  自分たち、今、夢のような話なんですけれども、実は、参詣
さんけい

道
みち

として熊野川が世界

遺産になっているわけですね。この川を利用して、船でもって古道を体験するという、そういう

ふうなことをやりたいなと思っているわけなんです。 

 本宮の旧社地の前から新宮の速玉大社の前までが世界遺産になっているわけなんです。今、熊

野川町から新宮市までは船での下りができておるんですが、本宮町のほうは悲しいかな、上に発

電所がたくさんありまして、ダムが５つも６つもあるわけなんです。それで、川がせきとめられ

てしまって、水がないんですよ。ほんとうに死んだような川になっておるんですが、これを、も

う間もなくだと思いますけれども、毎日９トンぐらいの水が流されるんですが、それだけではな

かなか船下りができないということで、あと３トンなり４トンなりを流していただいて、そして

船下りができるようなことを実現したいというのが今のところ、私たちの夢で、働きかけを行っ

ております。 

 それからもう１点、世界遺産になっております古道は、実は大昔から、京都から始まって那智

までの片道全長約３３０キロメートルなんですよ。これが参詣
さんけい

の道としてあったわけなんです。

そのうちで現在世界遺産になっているのは、滝尻王子から那智までの間、約８０キロメートルぐ

らい、４分の１ぐらいがそれになっているわけなんですね。そのうちでも、舗装されている道は

古道としては世界遺産になっていないわけなんです。本来、一連であるべきはずの道が、途切れ

途切れで世界遺産になっているという点、これがどうも残念でたまらないわけなんですね。そこ

らあたりが何とかならないのかなということ、これを自分たちも常に考えておりまして、できる

だけ、それらも含めて世界遺産にしてほしいなというふうなことを考えております。 

【井戸】  ありがとうございます。 

 川の古道、それから、一連の道としての古道ということでお話をいただきました。 

 では３番目、朝廣さん、お願いできますか。 

【朝廣】  やっぱり、当面の奈良の課題、平城遷都１３００年に向けての県下のまちづくりを

やっている拠点、拠点の人たち、あるいはそのやっていることを、どうネットワーク化していく

かというようなことと、それを支える人づくりですが、県で２０１０年塾というのをやっていま

して、２０１０年に活躍していただける文化ボランティアを養成しようと。私もその運営にかか

わらせていただいているんですが、それは手法というよりも、それを通して、どんな奈良にして、

どういうおもてなしをしたいか、そういうことを一緒に考えながら、思いを同じにする人たちを

どうつくっていくかということだと思います。 

 ただし、１３００年というのは目的ではなく、もっと言えば、観光客を呼び込むということも

目的ではない。それはやっぱり手段であって、それを機に、いかに魅力的な奈良をみんなでつく

っていくかということで、そういうことが観光にも結びついていくんじゃないかなと思っていま

す。 
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 そして、きょう私はここへ来ながら、奈良の街道のことをほとんどお話しできなかったんです

けれども、奈良の街道については、ここにいらっしゃる皆さんのほうが随分お詳しいと思います

ので、地元の人が街道の魅力をつくっていくのも、もちろん大事なんですけれども、だれがつく

って悪いことはないし、ぜひ、奈良のここが好き、古道のここが好きという方がいらっしゃった

ら、どんどんかかわっていただければうれしいなと思っています。 

 ありがとうございます。 

【井戸】  ありがとうございます。 

 それでは、最後、大トリでございます。村山さん、一言お願いいたします。 

【村山】  最後は感想と提案ということですが、ちょっとこの際、言わせていただきたいんで

すが、やはり日本の観光地のまちづくり発想に私、ちょっと異議を持っております。そのことに

ついて、お話しさせていただきます。 

 ここに書いてありますように、日本の場合、観光施設に依存し過ぎて、観光振興で忘れている

ことがあるということなんですね。それはどういうことかというと、人が集まる観光拠点を、人々

の「感幸拠点」に高め、あるいは町中のオアシスにする、そういう仕掛けとかもてなしの演出、

シナリオが日本の場合、欠如していると思います。別の言葉で言うと、見せる努力は一生懸命し

ておりますけれども、もてなす努力がやはり二次的になっているというふうに思います。 

 ですから、「感幸拠点」をどうして育てていくかということがあまりテーマになっていない。ド

イツのローテンブルグに行きますと、こういう有名な言葉があります。「歩み入る者にほほえみを、

去り行く者に幸せを」という、皆様もご存じだと思いますが、この有名な言葉がそれを物語って

いるわけであります。 

 これはアメリカの事例でございますが、街道というのは常に人々が出会う道であるという、そ

ういう街道ですね。それから、もう１つは、人々が気持ちよく暮らせる場である、快い道と書い

て「快道」でありますけれども、もともと、自動車道路を市民のオアシス街路にした事例が次の

スライドであります。 

 こちらは完全に自動車道路だったわけであります。その後をこのように、市民のためのオアシ

スとしての街路にしているということですね。これはアメリカのボルダーというところにありま

すが、有名ですね。街道拠点に遊歩街区という、要するにアメリカではランブリングと言ってい

ますけども、そういうパールボールストリートとして、これはアメリカ中で有名になっておりま

して、その結果、アメリカで有名なお店が全部この場に集まってくるというような現象さえも起

きております。 

 街路というのは、やはり町中の生活舞台なわけですね、ライブステージなわけです。街路にも

っと人間の息吹を取り戻して、生活の楽しさを取り戻すと。そのために、生活舞台として道をど

う育てるかというような発想が、やはりないように思います。これはやっぱり、日本の場合は道

路交通法上の規制がありまして、そう簡単にできませんけれども、社会実験的に今、各地でこれ

に近いことが行われつつあるわけであります。 

 必要なことは、社会ニーズに合わせて道路の使い方を考えるべきであると思います。ハードの

面では道路構造令が既に改正されて、人の歩く道を同じように扱うという１つの構造令が既にで

き上がっておりますけども、使い方の点では大きな規制がまだ残っております。 

 これは有名なパリのシャンゼリゼ通りですけれども、シャンゼリゼに人が集まるのは、凱旋門

を見るために来ているのではなくて、遊歩かいわいの居心地とか歩き心地を楽しむために人々が

集まってきているわけです。楽しいまちというのは、この遊歩者、フランス語ではフラヌールと

言いますけれども、そういうものがまちの主役になってつくられているということであります。 

 大きい発想の転換として必要なことは、まちというのは大きな家であると考えるべきであろう

と思います。そうすると、あらゆるまちのパーツは全部、家の中のパーツと全く同じようになぞ

らえることができます。まちというのは我が家というふうに考えてまいりますと、自分は当事者

であり、そして何らかの責任を果たさなきゃならないという発想に変わるわけであります。 

 これはリヨンの、ある町筋でございますけれども、これはごらんのとおり、完全に人々の居間、

茶の間、そしてリビングルームになっているわけですね。これは特殊な例ではありませんで、ヨ

ーロッパ中どこでもこういった風景が見られるわけであります。 

 町中のまちづくりに欠けている１つの発想として、まち使いという発想が最初にあるべきなん

ですね。だから、まずどのようにまちを使うのかという発想があって、その結果まちをどうつく



るかという、その方法がやはり逆転しております。 

 まちというのは、つくるから活性化するのではなくて、使うから活性化するわけであります、

言うまでもありません。だから、まちづくりの前にまち使いを考える。まちをどうつくるかより

も、町中をどう使うか、どう生かすかということを考えた上で、最後に何をつくるかという話が

出てくるんですね。それが、やっぱり逆転しております。 

 タウンライフ、ストリートライフと言ってもいいんですが、そういうときにアーバンドラマ、

町中でいろんな生活を展開する。そして、まちをどう使いたいか、そのときのシナリオをそれぞ

れ想定する。それを考えないで、いきなり都市の大道具、小道具を先に使ってしまっているとい

うのが日本の場合のまちづくりであります。舞台の使われ方がわからないのに、最初から小道具

をいっぱいつくって、さてこれをどう使うか、どう活性化するかというのが日本の現状のようで

あります。 

 これは全く逆でありまして、自分たちがこのまちをどのように生かして使うかということが議

論されないと、ここに橋をつくって、公園をつくって、ここに道を整備してということが先に立

ってしまう。その結果、箱物づくりと言われるような批判が起きてくるわけであります。 

 まちを使うということは、既にあるものを生かすということですから、お金をあまり使う必要

はないわけです。全く使われないままで放置されているもの、それを生かすという努力がやはり

欠けていると思います。 

 もう１つ、最後でございます。これはちょっと大き過ぎる話で申しわけないんですが、これは

ご存じ、近畿圏のいわゆる多角・広視覚の構造をあらわされているものですけれども、ここで近

畿圏街道連携軸を丸ごと会場とする、近畿観光もてなし博覧会をと。ですから、新しい場所に博

覧会をやるのではなくて、要するに、近畿全体が人々に幸せになっていただくもてなしをサービ

スする、それを博覧会とする、そういった博覧会というのがあってもいいのではないかと。 

 実は、これに似たことをやろうとしているのが、長崎さるく博であります。長崎で、まち全体

を博覧会にしているということで、私は物見せ観光の発想ではなくて、もてなし「感幸」。物を見

せることばかりの観光ではなくて、やはり人々の心にアピールする、もてなし「感幸」という、

その新しい発想へ転換しないと、常に新しいものをつくっていかなきゃならない。どこかをいつ

も、何か、つくり出さなきゃ観光にならないと思ってしまうわけですね。ですから、まず人々に

どのようなもてなしを出すか。これは、四国のお接待というのがそれをあらわしているわけです

けれども、それが観光の中心として発想転換をする必要があると思います。 

 最後に一言だけ申し上げますと、もう街道の時代は終わったと思っている人が多いんですね。

私はこれから街道の時代が始まると思っています。街道こそ、それが持っている役割、それの復

活こそが日本の都市を活性化し、地域を元気づける一番の鍵だろうと私は思っています。だから、

街道をもう一度古い時代の遺物としてではなくて、これからの、未来の遺産へ向けて、これをど

う使うかという形の発想に切りかえるべきであろうというふうに思います。 

 ちょっと、最後に偉そうなことを申し上げました。 

【井戸】  ありがとうございました。 

 １０分おくれで始まったシンポジウムでございますが、このパネルディスカッションでさらに

１０分押しまして、私はみずからにイエローカードを出さなければいけないと思っております。 

 一言だけ、まとめさせていただきたいと思います。 

 きょう、朝廣さんのほうからで、特に印象に残りましたのは、周りの人あるいは地域の人、若

い人を含めて、どんなふうに巻き込んでいくのかというお話でした。 

 また、岸上さんのほうは、ご謙遜されながらも、ほんとうに都会の中で多くの方に参加をして

いただいて、ジャズあるいは寄席、菊花展、そして町屋情

報バンクと、いろんな試みをされている。 

 また、坂本さんのほうは、ほんとうにしにせらしく、ま

た世界遺産の場所らしく、研修に、あるいは奉仕活動によ

る保全等々に力を入れていらっしゃる。また、将来は川の

古道、あるいは一連の道としての熊野古道ということを夢

見ていらっしゃるということでございます。 

 そして村山さんのほうからは、２つのＥ、３つのＳとい

う分析に始まり、見せる努力よりも、もてなす努力、また
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近畿圏を「感幸圏」として、幸せを感じる圏として、博覧会みたいなことも考えてはどうかとい

う非常に夢のあるご提案をいただいたということでございます。 

 きょう、１日を通しまして、神坂先生のお話、また各団体のご発表、そしてパネルディスカッ

ション、いろんな方々のご意見がここに寄せられましたけれども、ほんとうに、こういう方々の

お取り組みがこれまでの関西、近畿を支えてきたし、またこれからも大きな原動力になっていく

んだなということを強く感じました。それが、このシンポジウムのテーマであります、街道から

始まるまちづくりに向かっていく１つの原動力、将来は非常に明るいなという感じを持ちました。 

 また、きょうがスタートで、こういう各団体、各地域の交流が進み、よりすばらしい関西圏、

また日本という国がよりすばらしいものになることを祈念いたしまして、パネルディスカッショ

ンのほうは終了させていただきます。どうもありがとうございました。 

～終了～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  街道の子守唄 
      

  岩 井 ゆ き 子  

 
【司会】  岩井ゆき子さんによる街道の子守歌「天満の市」を披露させていただきます。 

【岩井】  どうも、皆さんこんにちは。 

 きょうは街道交流シンポジウムに参加して、子守歌を皆さんに聞いていただこうと思いました

ので、着物でやってまいりました。どうぞよろしくお願いいたします。 

 大阪のまち、古くは水の都と言われました。そして、大阪のまちの中心地、中之島の天満橋、

そのすぐ近くにあります八軒家、そこは古来から熊野古道の出発点でした。そして、大阪、京都

の人々が行き交う地点でもありました。その天満橋のたもとに大きな市場がありまして、それは

江戸時代のことです。その市場でいろんな青物が運ばれて、そしていろんな人たちが行き交いま

した。その様子を歌にした、大阪の子守歌があります。 

 大阪の「天満の市」。私自身はこの子守歌を初めて聞いたときに、私の生まれたこの地にこんな

にすてきな子守歌があったのかと思いました。子守唄は聞いていると、何となく口ずさめるもの

です。親から子へ、そして子から孫へと受け継がれていく子守歌はそんなものだろうと思います。

この大阪の子守歌、全国の子守歌もそうですけれど、まだまだたくさんの方が子供たちに、そし

てお孫さんに歌っていらっしゃると思います。 

 こんなことを言われた方がいらっしゃいました。子供に歌った子守歌、今は年をとって、この

年になったら、この子守歌、自分自身のために歌っていますと。 

 日本の子守歌は街道とともに、そんなふうにして受け継がれていくんだろうと思います。 

 じゃ、みなさんと一緒に歌いましょう。大阪の子守歌「天満の市」です。 

    ねんねころいち 天満の市で 大根そろえて ふねにつむ 

    ふねにつんだら どこまでゆきやる 木津や難波のはしのした 

    はしのしたには かもめがいやる かもめとりたや 竹ほしや 

    竹がほしけりゃ 竹やへござれ 竹はゆらゆら ゆらのすけ 

 

 どうもありがとうございました。 
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  閉会挨拶 
      

大 阪 府  土 木 部 長  丸 岡 耕 平  

  
 

【司会】   どうもありがとうございました。 

 それでは、ここでシンポジウムの閉会に当たり、当講演会の主催者であります大阪府土木部長、

丸岡耕平より閉会のあいさつを申し上げます。 

 それでは、丸岡部長、よろしくお願いいたします。 

【丸岡】  今紹介をいただきました、大阪府の土木部長の丸岡でございます。 

 本日は長時間にわたり、最後まで熱心に耳を傾けていただきましてありがとうございます。き

ょうは、また、お休みの中この会場いっぱい、このようにたくさん参加いただきまして、重ねて

御礼申し上げたいと思います。 

 お恥ずかしながら、実は、私も聞いていて、いろいろと勉強になったなという気持ちでござい

ます。２つほど例を挙げますと、東海道５７次。え？ ５３違うのと。京街道の４つの宿場があ

ったということでございます。それから竹内街道、これが日本の最古の国道、すなわち一番古い

国道１号線でございます。こういうこともございました。 

 やっぱり、街道というのは単純に地域と地域を結ぶ道路だけじゃなくて、やはり昔から今へ、

今から未来へと、これをつなげる生活の舞台であったと。これがすなわち歴史的な遺産になって

いるのかなと、こういう気がいたします。 

 この歴史的遺産、非常に大事だという中で、先ほどの各パネラーの皆さん、それから各団体の

活動報告、そして入り口にパネルがございました。皆さん、一生懸命その活動をやっていただい

ていると。よく考えると、確かに街道の中には宝物が埋まっているわけですわ。この宝物を、皆

さん一生懸命になって掘り出そうと、発掘しようという活動がほんとうに身にしみまして、感謝

申し上げたいと思います。ほんとうに頑張っているなという中で、行政も行政なりに、役割分担

の中で皆さんとしっかりと手を携えて頑張っていきたいなと。 

 やはり、いろいろと宝物を発掘し、それを広げていく。すると、皆さんがいろんなところから

集まってくる、そして、それがにぎやかになる、地域が活性化していく、大阪がよくなる、関西

がよくなる、日本がよくなると、いい方向に発展していくんじゃないかなという気がいたします。

今後とも、しっかりと力を合わせて頑張っていきましょう。 

 最後になりますけれども、今回のシンポジウム開催に当たりましてご支援いただきました国土

交通省並びに関係者の皆さんに御礼を申し上げまして、閉会のごあいさつとさせていただきます。 

 ありがとうございました。 

【司会】  ありがとうございました。 

 それでは、以上をもちまして「むすぶ道、であう道－街道交流シンポジウム」を終了させてい

ただきます。 

 会場の皆様、長時間にわたり、ほんとうにありがとうございました。 

 皆様方には、お忘れ物などなきようにお気をつけてお帰りくださいませ。また、受付にてお配

りいたしました封筒に入っておりましたアンケート、こちらのぼうも、お帰りの間にぜひご記入

いただき、受付付近の回収箱にお入れください。皆様のご協力をお願いいたします。 

 それでは皆様、本日はまことにありがとうございました。 

―― 終了 ―― 
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 2-2 イベントにおけるマップの活用   
      

 

2-2-1  街道マップ作成をとおしたネットワークづくり 
地域の歴史や文化を体験しながら街道を歩くためにはマップが必要である。正確でわかり

やすいマップをつくるためには、街道がとおる地域からの正確で詳細な情報が不可欠である。

街道ウォーキングイベントに向けて「近畿街道・交流拠点ネットワーク推進会議」で、マッ

プを作成した。 

街道ごとのマップを「近畿街道・交流拠点ネットワーク推進会議」の構成団体で作成して

いくことで、地域から正確な情報を得るだけではなく、各団体が力を結集したことによる地

域間の連携が生まれる。案内マップの作成に当たっては、以下の役割分担のもとに行った。

街道が位置する自治体は地図の確認、写真の提供を担当した。街道を中心に活動している NPO

団体は街道沿道の史跡名勝案内や伝統産業、休憩所やトイレの所在地などの情報提供を担当

した。それぞれの専門分野からの情報提供により、きめ細かな情報を盛り込み街道歩きに役

立つ案内マップとした。 

 

１） マップの作成対象範囲 

  Ａ. 竹内街道（大阪府堺市～奈良県葛城市） 

  Ｂ. 熊野街道（大阪府大阪市～和歌山県和歌山市） 

  Ｃ. 京街道・西国街道 

      京街道（大阪府大阪市～京都府八幡市～滋賀県大津市） 

      西国街道（兵庫県神戸市～大阪府茨木市～京都府京都市） 

２） イベントにおけるマップの活用 

1. 竹内街道ウォークイベント 
   平成１７年１２月１０日（土） 

2. 熊野街道ウォークイベント 
   平成１７年１２月１１日（日） 

3. 街道交流シンポジウム 
   平成１８年２月１１日（土） 

 

2-2-2  竹内街道マップ作成をとおしたネットワークづくり 
（１）NPO 法人ゴダイとの連携 

竹内街道マップの作成においては、NPO 法人ゴダイと連携した。 

NPO 法人ゴダイは、「いきいき長寿社会実現のお手伝い」として、竹内街道史跡めぐりウ

ォークを継続的に開催することにより、歴史好きで元気な高齢者の健康増進といきがいづ

くりに取り組んでいる。 

 

 

＜情報提供項目＞ 

・竹内街道のルートの特定。 

・NPO 法人ゴダイが推奨するルートの選定。 

・街道沿いの名所、旧跡を紹介したコラムの選定。   

・コラムの内容を検討。 

・わかりにくいため、詳細図が必要となる箇所を選定。  

・パンフレットなど資料の提供。  

→「竹の内街道を歩こう」「歴史のまちを歩こう」「GO!南河内」 

       「太子町イラストマップ」「ガイドマップ松原市」「羽曳野」 

       「近つ飛鳥の里 太子 歴史探訪マップ」「羽曳野の文化遺産」 
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NPO 法人ゴダイが制作したパンフレット 

 

 

 

 

 

 

・歩行距離、標準歩行時間、標準所要時間。 

・ 道標、コンビニエンスストア、スーパー、トイレ、休憩所などの場所。 

 

 

 

 

 

 

NPO 法人ゴダイ 

 

 

 

 

 

（２）竹内歴史資料館との連携 

竹内街道に特化した資料館なので、その資料は豊富で正確。用語、時代背景などを確認した。 

  ＜所在地＞ 

〒５８３－０９９２ 大阪府南河内郡太子町大字山田１８５５番地 

   太子町立竹内街道歴史資料館 ＴＥＬ 0721－98－3266 ＦＡＸ 0721－98－3279 

 

 

 

 
 
竹内歴史資料館 

 

 

 

 

 

（３）司馬遼太郎記念館との連携 

作家・司馬遼太郎氏は竹内街道を幼いころよく訪れていた。紀行シリーズ「街道をゆく」のな

かで「竹内峠の山麓は故郷のようなもの」との記述もある。 

＜パンフレットの中で＞ 

作家・司馬遼太郎氏と竹内街道のかかわり、菜の花忌などを紹介した。 
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司馬遼太郎記念館 

 

 

 

 

（４）大阪府庁による資料提供 

竹内街道は大阪府から奈良県へと続く。大阪府エリアにおける街道のルート、エッセイなどに

ついて地図情報、資料、写真を提供。 

大阪府の担当･･･大阪府交通道路室道路整備課交通計画グループ 

＜資料提供＞ 

・資料・・・大阪府教育委員会調査による、竹内街道の基本的なルート、史跡、沿道情報。教育

委員会による「歴史の道調査報告書」を竹内街道の基本的なルートとする。 

・写真・・・大阪府の土木事務所、大阪府内の市町村などに依頼して、写真を入手。 

 

（５）奈良県庁による資料提供 

竹内街道は大阪府から奈良県へと続く。奈良県エリアにおける街道のルート、エッセイなどに

ついて地図情報、資料、写真を提供。 

奈良県の担当･･･奈良県土木部道路建設課企画調整グループ 

＜資料提供＞ 

・資料・・・歴史国道「竹内街道 竹内峠」について 

・写真・・・歴史国道「竹内街道 竹内峠」など 

・歴史国道として「竹内峠」周辺を整備していことをアピールする。 

 

（６）市町村との連携 

竹内街道がとおる市町村より、情報提供、写真提供。 

＜写真提供＞ 

・堺市・・・仁徳天皇陵、大泉緑地、堺刃物など。 

・羽曳野市・・・日本武尊白鳥陵、河内木綿など。 

 

（７）電鉄会社（近畿日本鉄道、南海電鉄）による資料提供 

竹内街道にそって近畿日本鉄道、南海電鉄がはしっている。地図を作製する際に、線路に他の

情報がかからないようにレイアウトを工夫。パンフレット 1 見開きが一日に歩くコースに適して

いることから、各ページのスタート駅と終点駅からターミナルまでの電鉄情報を掲載。電鉄を利

用して現地へ行きやすく案内する。 

・近畿日本鉄道、南海電鉄より、駅名、路線図、走行時間、沿道情報を提供。 

 

2-2-3  熊野街道マップ作成をとおしたネットワークづくり 
（１）大阪府庁の担当 

熊野街道は大阪府から和歌山県へと続く。大阪府エリアにおける街道のルート、エッセイなど

について地図情報、資料、写真を提供。 

大阪府の担当･･･大阪府交通道路室道路整備課 交通計画グループ 

＜資料提供＞ 

・資料・・・大阪府教育委員会調査による、熊野街道の基本的なルート、史跡、沿道情報。教育

委員会による「歴史の道調査報告書」を熊野街道の基本的なルートとする。 

・写真・・・大阪府の土木事務所、大阪府内の市町村などに依頼して、写真を入手。大阪府内の

王子に関しては大阪府庁富田林土木事務所などで撮影を担当。 
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（２）和歌山県の担当 

熊野街道は大阪府から和歌山県へと続く。和歌山県ではすでに和歌山県内の「和歌山県街道マ

ップ 熊野古道」をエリア別に作成していたので、このパンフレットとの連携を図る。 

■ 和歌山県のウォーキングマップとの連携 

編集内容、デザインとも「和歌山県街道マップ 熊野古道」にそろえることを大阪府、和歌山

県とともに決定。これによって街道歩きをする人たちが、大阪の八軒家から和歌山の熊野三山ま

でときれることなく熊野古道ウォーキングマップを活用することができる。 

 

 

 

 

 

和歌山県制作の 

「和歌山県街道マップ 熊野古道」 

 

 

 

 

和歌山県の担当・・・和歌山県県土整備部道路局 道路政策課 

・資料･･･和歌山県エリアにおける街道のルート、エッセイなどについて地図情報、資料を提供。 

・写真･･･和歌山県庁広報室フォトライブラリーより和歌山県内の王子の写真（中山王子）。 

 

（３）市町村との連携 

熊野街道沿いの市町村より、情報提供、写真提供。 

・堺市・・・仁徳天皇陵、てくてくロード、大鳥大社など。 ・岸和田市・・・だんじりなど。  

・ 泉南市・・・林昌寺、海会寺跡など。 ・阪南市・・・山中関所跡、山中渓の桜、馬目王子。 

・  

 

 

 

 

 

 

 

 

    林昌寺（泉南市）           山中渓の桜（阪南市） 

 

（４）電鉄会社（南海電鉄、近畿日本鉄道、京阪電鉄）の担当 

熊野街道周辺に南海電鉄、近畿日本鉄道、京阪電車がはしっている。地図を作製する際に、線

路に他の情報がかからないようにレイアウトを工夫。パンフレット 1 見開きが一日に歩くコース

に適していることから、各ページのスタート駅と終点駅からターミナルまでの電鉄情報を掲載。

電鉄を利用して現地へ行きやすく案内する。 

・南海鉄道、近畿日本鉄道、京阪電車より、駅名、路線図、走行時間、沿道情報を提供。 

 

（５）大田記念美術館との連携 

大田記念美術館が所蔵する「浪花名所図会 八けん屋着船之図 歌川広重 画」（1ページ）を

掲載する承諾を得る。絵画のポジの貸し出し。 

■ 八軒家船着場は、「水の都大阪再生構想」の中心地 

現在、八軒家船着場があった天満橋は、「水の都大阪再生構想」の中心地となってる。周辺に船

着場、遊歩道などを整備し、かつてのにぎわいを取り戻した観光スポットとして生まれ変わろう
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としている。この計画をアピールするためにも、本写真はこのパンフレットにおいて重要な役目

を果たしいる。 

 

 

 

 

 

八軒家船着場の跡（天満橋） 

 

 

 

（６）街道沿いの名所、旧跡との連携 

街道歩きをより楽しむために、街道沿いにある名所、旧跡をコラムで紹介。自社仏閣をはじめ

とした各施設より掲載許可をもらい、内容確認、写真貸し出しなどを依頼。 

＜掲載承諾先＞ 

四天王寺、住吉大社、堺市博物館、止止呂比売命神社、大鳥大社、信太森葛葉稲荷神社 

正福寺、南近義神社、林昌寺、海会寺跡 

＜写真貸し出し先＞ 

堺市博物館 

 

2-2-4  京街道マップ作成をとおしたネットワークづくり 
（１）３つの府県を結ぶ 

大阪府から京都府へつながる京街道をたどり滋賀県へ 

京街道は秀吉が大阪城と伏見城を結ぶために築いた文禄堤の道である。守口宿、枚方宿、淀宿、

伏見宿の４つの宿からなる。この京街道の４次と徳川幕府が江戸から京都までをつないだ東海道

五十三次を合わせて、江戸と大阪を結ぶ東海道五十七と呼ばれている。大阪府、京都府、滋賀県

の３府県をつなぎウォーキングマップとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文禄堤の跡 

 

（２）大阪府との連携 

京街道は大阪府から京都府へと続く。大阪府エリアにおける街道のルート、エッセイなどにつ

いて地図情報、資料、写真を提供。 

大阪府の担当･･･大阪府交通道路室道路整備課 交通計画グループ 

＜資料提供＞ 

・資料・・・大阪府教育委員会調査による、京街道の基本的なルート、史跡、沿道情報。教育委

員会による「歴史の道調査報告書」を京街道の基本的なルートとする。 

・写真・・・大阪府の土木事務所、大阪府内の市町村などに依頼して、写真を入手。 

 

（３）枚方宿との連携 

大阪府枚方市にある枚方宿は京街道のなかで最も整備の進んだエリアである。枚方宿まちづく
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り協議会、大阪府枚方土木事務所、枚方市役所を中心に、活動が進んでいる。「京街道の主役は枚

方宿である」という誇りをもって、地域住民が定期会議を開き協力してまちづくりに取り組む。

大阪府枚方土木事務所とは数回打ち合わせをして、枚方宿周辺における街道のルート、イベント

などについて資料を提供。 

枚方宿の詳細図（6ページ）は、他よりも拡大サイズでわかりやすくした。 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 枚方宿 

 

 

 

（４）京都府庁の担当  

京街道は大阪府から京都府へと続く。京都府エリアにおける街道のルート、エッセイなどにつ

いて地図情報、資料、写真を提供。 

京都府の担当･･･京都府土木建築部 道路計画室 

＜情報提供＞ 

・ 京街道の成り立ちと、東海道を合わせて五十七次ということを明確化すること。 

→1ページのコピー内容を変更 

＜写真提供＞ 

藤森神社、勧修寺、岩清水八幡宮など 
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石清水八幡宮 

 

 

 

 

（５）滋賀県の担当  

京都府から滋賀県へと近畿の街道ネットワークは続く。滋賀県エリアにおける街道のルート、

エッセイなどについて地図情報、資料、写真を提供。 

 滋賀県の担当･･･滋賀県土木交通部 道路課 

＜写真提供＞ 

蝉丸神社、車石、逢坂の関など 
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    蝉丸神社                   

 車石 

 

 

（６）市町村との連携 

京街道沿いの市町村より、情報提供、写真提供。 

＜写真提供＞ 

・ 守口市・・・守口の一里塚、難宗寺、佐太陣屋跡、佐太天神宮 

・ 寝屋川市・・・茨田堤、鞆呂岐神社寄進の鳥居   枚方市・・・万年寺山、渚院跡 

 

（７）電鉄会社（京阪電鉄、阪急電鉄、近畿日本鉄道）の担当 

京街道周辺に京阪電車、阪急電車、近畿日本鉄道がはしっている。特に京阪電車のルートは京

街道とのかかわりが深い。地図を作成する際に、線路に他の情報がかからないようにレイアウト

を工夫。パンフレット 1 見開きが一日に歩くコースに適していることから、各ページのスタート

駅と終点駅からターミナルまでの電鉄情報を掲載。電鉄を利用して現地へ行きやすく案内する。 

・京阪電鉄、阪急電鉄、近畿日本鉄道より、駅名、路線図、走行時間、沿道情報を提供。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京阪電車           阪急電車  

 

（８）街道沿いの名所、旧跡との連携 

街道歩きをより楽しむために、街道沿いにある名所、旧跡をコラムで紹介。掲載した自社仏閣

をはじめとした各施設に、掲載許可をもらい内容確認、写真貸し出しなどを依頼。 

＜掲載承諾先＞ 

守居神社、野江水神社、難宗寺、盛泉寺、佐太天神宮、光善寺、鞆呂岐神社寄進の鳥居、松花

堂庭園、藤森神社、勧修寺、随心院、岩屋神社 

＜写真貸し出し先＞ 

片楚神社、松花堂庭園 

 

2-2-5  西国街道マップの作成をとおしたネットワークづくり 
（１）兵庫県の担当 

西国街道は京の都と西国を結んだ街道である。兵庫県エリアにおける街道のルート、エッセイ

など地図情報、資料、写真を提供。兵庫県の担当･･･兵庫県県土整備部土木局道路計画課  

＜写真提供＞ 

敏馬神社、沢の井、処女塚古墳など。 
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敏馬神社           処女塚古墳        

 

     

（２）大阪府庁の担当 

大阪府エリアにおける街道のルート、エッセイなどについて地図情報、資料を提供。 

大阪府の担当･･･大阪府交通道路室道路整備課 交通計画グループ 

＜資料提供＞ 

・資料・・・大阪府教育委員会調査による、西国街道の基本的なルート、史跡、沿道情報。教育

委員会による「歴史の道調査報告書」を西国街道の基本的なルートとする。 

（３）京都府庁の担当 

京都府エリアにおける街道のルート、エッセイなどについて地図情報、資料を提供。 

京都府の担当･･･京都府土木建築部 道路計画室 

＜写真提供＞ 

妙喜庵、東寺、岩清水八幡宮など 

 

（４）市町村との連携 

西国街道沿いの市町村より、情報提供、写真提供。 

＜写真提供＞ 

・神戸市・・・灘五郷 

・芦屋市・・・在原業平歌碑、打出天神社、阿保新王塚、金津山古墳 

・西宮市・・・西宮神社、門戸厄神 

・伊丹市・・・師直塚、昆陽寺、墨染寺、伊丹廃寺跡 

・茨木市・・・ぼろ塚、郡山宿 

・高槻市・・・今城塚古墳、上宮天満宮、磐手杜神社、芥川一里塚、本澄寺 

・大山崎町・・・水無瀬神社、離宮八幡宮、勝竜寺城公園、宝積寺 

・長岡京市・・・中山修一記念館、乙訓寺 

・向日市・・・長岡宮跡、須田家住宅、福田寺 

・京都市・・・東寺 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

灘五郷             東寺 

 

（５）電鉄会社（阪神電鉄、阪急電鉄、近畿日本鉄道）の担当 

西国街道周辺に阪神電車、阪急電車、近畿日本鉄道がはしっている。特に京阪電車のルートは

西国街道とのかかわりが深い。地図を作成する際に、線路に他の情報がかからないようにレイア

ウトを工夫。パンフレット 1 見開きが一日に歩くコースに適していることから、各ページのスタ
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ート駅と終点駅からターミナルまでの電鉄情報を掲載。電鉄を利用して現地へ行きやすく案内す

る。 

・阪神電鉄、阪急電鉄、近畿日本鉄道より、駅名、路線図、走行時間、沿道情報を提供。 

 

（６）街道沿いの名所、旧跡との連携 

街道歩きをより楽しむために、街道沿いにある名所、旧跡をコラムで紹介。掲載した自社仏閣

をはじめとした各施設に、掲載許可をもらい内容確認、写真貸し出しなどを依頼。 

＜掲載承諾先＞ 

西宮神社、中村八幡宮、本住吉大社、東明八幡神社、打出天神社、門戸厄神、広田神社 

昆陽寺、墨染寺、正光寺、瀬川神社、勝尾寺、上宮天満宮、伊勢寺、磐手杜神社 

芥川一里塚、本澄寺、水無瀬神社、離宮八幡宮、宝積寺、中山修一記念館、乙訓寺、福田寺東

寺妙喜庵 

＜写真貸し出し先＞ 

広田神社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  2-3 ウォークイベントの演出    

 
 

  2-3-1  道標の図柄の制作    
■本道標の制作ポイント 

道標は、通過交通のために必要な道案内機能であることに加え、歩行空間としての街

道の利用価値の認識を高めてもらうために重要な役割を果たす。このことから、鉄道会社

等が主催するウォークイベントにあわせ連携推進母体が設置する手作り案内板や沿道の

自動販売機のコマーシャルスペースに貼付し掲示する道標の図柄の製作を行う。 

道標の図柄の製作に当たっては、連携推進母体の考案をデザイン化したうえ、印刷、

ラミネート加工する。 

 

●熊野街道ウォークイベント道標 

     
    街道の持つ「悠久」「文化・自然の流れ」を曲線にてイメージした。 

 

●竹内街道ウォークイベント道標  

     
    街道の持つ「悠久」「文化・自然の流れ」を曲線にてイメージした。 

 

2-3-2 提灯の図柄の制作    
■本演出の制作ポイント 
行く先を照らす提灯は、古来、夜間の街道を安全に通行するために必需品であった。

また、そこから街道や地区ごとの案内を兼ねた標識の意味をも兼ねており本業務における

街道を案内する目的に一致するため制作した。また、鉄道会社等が主催するウォークイベ

ントにあわせ連携推進母体が認める軒先などに吊るしていただき、イベントを盛り上げる

ものとした。 
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●熊野街道ウォークイベント提灯 

 

    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熊野街道のネーム告知やイベントの方向性を打ち出したデザインとした（クリーム色） 
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● 竹内街道ウォークイベント提灯 

 

   
 

     

     
竹内街道のネーム告知やイベントの方向性を打ち出したデザインとした（白色） 

 

2-3-3 “ケータイ･街道ナビゲーション”の実施 
■情報コンテンツの作成 
 H17 国土交通省「地域連携支援ソフト事業」において、近畿６府県・鉄道会社・協力団

体で構成される「近畿街道・交流拠点ネットワーク推進会議」を設立し、「近畿街道・交流

拠点ネットワーク推進会議」では、近畿の貴重な資源である「街道」を活かした観光振興

や交流促進の一環として、携帯電話と QR コードを活用した「街道ナビゲーション」を試行

的に実施した。 

 

情報コンテンツは以下の３コンテンツを各自治体と連携し作成を行った。 

■街道界隈の情報案内   

竹内街道・熊野街道・京街道に関する街道界隈の史跡・名勝などの情報を紹介。 

各、自治体に見どころ等の情報や、掲載の写真を用意していただき、情報を取りまとめ、

コンテンツの作成を行った。 

■ポイントラリーシステム   

ポイントラリーでは、QR コードに記載されているメールアドレスにメールを送信するこ

とで、各通過ポイントを確認でき、通過ポイントの間隔からおおよその歩行距離や消費

カロリーを確認できるシステム。 

■街道アルバム   

ポイントラリー参加者が街道中の様々な風景や名勝などを携帯電話のカメラで撮影して

送信すると、参加者の提供のあった画像を確認できるシステム。ポイントラリー参加者

の連携を目的としたコンテンツとして用意し、活用できるよう制作を行った。 
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  2-3-4  “ＱＲコードシールの作成”の実施 
■QR コードシールデザイン 

ケータイ・街道ナビゲーションの実施にあたり、QR コードシールを作成し、各街道沿

いに QR コードの入ったシールを貼り付けた。 

QR コードシールの設置箇所は、大阪府を中心に各自治体と協議の上で、決定を行った。

QR コードの設置箇所は以下の通り。 

 

■竹ノ内街道 QR コード設置箇所（28 箇所） 

軽里北交差点,日本武尊陵前,鉄古市駅西側,臥龍橋右岸,であいの道,近鉄駒ヶ谷駅, 

上ノ太子駅,松本橋,にごり池,新池,六枚橋,温泉のぼり口,飛鳥橋,道の駅,長尾神社周辺 

磐城駅周辺,榎元町①,榎元町②,向陵西町,黒土町,長曽根町,金岡町①,金岡町②,金岡町

③金岡町④,石原町,野遠町,松原南図書館前 

■竹ノ内街道 QR コード設置箇所（４箇所） 

信達王子,真如寺,うまやど王子,海会寺跡 

シールの設置に関しては、シールを貼る場所を事前に検討し、箇所に合わせたサイズの

QR コードシールを貼り付けた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2-4 これからの取り組み 
 

 

● 地域連携について 

・「近畿の歴史を活かした交流拠点ネットワーク推進事業」協議会の継続を図る。府県の代表者に

よる定期的な交流。 

・府県の枠を越えたテーマ性のある観光ルートづくり。 

・街道に続き、「近畿全体の交流」のテーマとなるものを発掘する。 

 

● 街道整備について 

・ 街道沿いにサインや案内板を設置し、街道とわかる道づくりする。府県境を越えて街道ごと

にイメージを統一する。 

・ 街道沿いにポケットパーク、休憩スペース、たまりなどを設置し、歩きたくなる街道づくり

をする。 

 

● 地域住民の意識の高揚について 

・ 地域住民自らが日常的に使っている道がれき死ある街道であることを認識し、「街道を育て、

守る」という意識を持つ。 

・ もてなしの心をもって、地域全体で街道を盛り上げる。 

・ 歴史をテーマとしたイベントなどを企画、参加する。 

・ ボランティアサポートシステムをはじめ街道の整備事業への参加。 

 

●広報 

・「近畿の歴史を活かした交流拠点ネットワーク推進事業」協議会のホームページを作成 

・「近畿の歴史を活かした交流拠点ネットワーク推進事業」協議会の広報誌を作成 

・海外への広報 

 

● 他街道を使った地域連携の促進 

※近畿の街道・・・奈良街道、高野山街道、山の辺の道、北国街道など 

・ ウォークイベントの実施。 

・ ウォーキングパンフレットの作成。 

・ ホームページの作成。 

・ 街道沿いのサインの設置、道路整備。 
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平成１７年度地域連携支援ソフト事業 
近畿の街道を活かした“交流拠点”ネットワーク推進事業 

~ウォーキング・IT・歴史文化～ 報告書 
 
国土交通省国土計画局参事官 TEL 03-5253-8369 
受託機関：㈱コミュニカ TEL 06-6384-3221 
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